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はじめに

本章は、日本の南方関与の多重性およびこれとの関連 において、南方関与における教育の論

理を見出だすことを課題 としている。筆者の現在の関心は、南方関与と一 口に言っても、多重

的で多様な関与の実際があったのであるから、その全体像を把握 し、この中で、教育的側面に

光をあてた場合にどのような論理が見えてくるのかを明らかにすることにある。南方ないし南

洋 ω の全域を対象において、この課題に取 り組んでいるが、本稿では、その手始めとして、

フィリピンを射程において論じてみたい。

フィリピンへの関与の歴史については、後の年表をご覧いただきたいが、明治36(1903)年

7月 より、ベンゲ ット道路開削工事のために約1,500名 の日本人が渡航し、難工事と厳 しい待

遇のために半数が露 と消えた。この当初よりの影を落 とした渡航地としてのフィリピンは、近

代における日本人の南方関与にとっては忘れられない地域である。また、マニラとアメリカ人

の避暑地であったバギオとを結ぶ道賂建設のために、帝国植民合資会社などの斡旋により、 「

公的」に渡航 を開始 した地域でもあった。そして、工事の完成とともに仕事を失うことを見越

して、ミンダナオ島のダバオにおいて麻栽培を始めたのが太田恭三郎であったが、このダバオ

の麻栽培は、2万 人規模の 日本人移民を受け入れられる事業であり、商売などにより小規模の

移民 しか受け入れられなかった他の南洋地域とは異なる。日本で経済的に困窮した社会の 「底

辺層」が多くダバオに流れたのである。ことに沖縄県人の比重の大きさは、他の南洋諸地域に

比して異彩を放つ。また、バギオなどとともに、土地相手の定着志向は、現地入との結婚を促

進 し、このことが多くの混血児童を生み出すことになる。これもフィリピンへの関与において

重要な研究課題である。マニラにおける日本人の生態は、他の南洋の都市と似ていたが、ダバ

オやバギオなどの生態が加わることは、南方関与の多重性を示す対象としてのフィリピンの妥

当性を物語る。そして、戦禍の悲惨さ ・複雑さの点でも、フィリピンは最も深刻であったと言

い得るのではないか。戦後補償の問題や残留孤児の問題は、いまなお終わらぬ戦争の爪痕 を残

す。
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このように、フィリピンは日本の南方関与の多重性を検証するにふさわしい地域であると考

ネるが、この申でめ教育の論理は何であったのか。教育事象は、政治 ・外交、軍事、経済、社

会風潮 ・流行、民族言語 ・文化などの領域と交叉 しながらも、特有の論理を講築 ・再構築 しな

がら展開されるが、南洋ないし南方に移住ないし駐在した 「日本人子女」の教育環境に脈打っ

た論理とは何なのか。フィリピンを射程において考察してみたい。筆者は、これまでマニラや

ダバオの 日本人学校については、ある程度論 じてきたので ω 、それを踏まえながらも、特に

バギオ日本人学校を中心において、これらの 日本人学校 との対比を念頭において論じてみたい

と思う。

第二次世界大戦前 ・戦中の南方関与の現実については、これまでに論じられたように、民間

の 「南方関与」と 「南進」、すなわち民間の 「日本人」が商売などのために個々に東南アジァ

に渡航 した動きと、西洋列強の帝国主義的 ・植民地支配の論理が東南アジアを覆う中で、資源

を求める後進国日本がそれに取って代るべく、 「白人支配からの解放」を唱えての東南アジァ

への政治的 ・軍事的支配の新たな構築の動きであった。これに対応して教育界では、 「海外発

展」という名辞が、東南アジアにおける 「日本人子女」教育を規定し、やがて 「大東亜共栄圏

の建設」がこれを覆うようになる。内地の動静を反映 していた教育論 としては、 「低級な土人」

の社会に馴染むことは、帝国臣民としてあるまじきことであリ、日本の臣民教育を直接的に持

ち込んで、 「一等国民」としての衿持を維持し、その状態で現地に根を生やすことが、まずは

求められたのである。そして、後に 「大東亜共栄圏建設の先兵 ・前衛隊 ・要員」としての役割

が、この子女に課せられることになる。

しかし、それは言論界の論理であ り、個々の 日本人学校などの教育空間において、実際にこ

の論理がどの程度浸透 していたかは、研究課題として残 っている。確かに、この論理は言説と

して度々表明されるが、別の次元で、牧歌的な、教師と児童生徒との仲睦まじい関係の中で構

築 される論理が存在 していたことも事実である。また、沖縄県人子弟や混血児童の存在が、よ

り複雑な論理に形成に与ったことも事実である。一方では、国内での理想の実現とも言える状

況があり、他方では、言説に現れないより複雑な事情があった。画一的注入教授を廃 して一人

ひとりの児童生徒の個性を尊重 した 「大正 自由教育」が、日本人学校において実現された例も

少なくなく、また受験や進学競争から開放された世界がそこにあったが、同時に、大人の差別

意識を抑制 しなければならない論理の構築も必要であった。勿論このことは、日本人学校のお

かれた環境 ・地域性や規模などによって様々ではあったが、フィリピンの場合は、どうであっ

たのか。バギオ日本人学校を中心 として論 じることとしたい。
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1.フ ィリピンにおける関与の多重性

(1)多 様な 「日本」の人々

日本の南方関与、フィリピン関与の多重性を論 じる時、まずこの 「日本」の人々の多様性 を

問題にしなければならない。 「日本人」とは、『広辞苑 」によれば、 「日本国に国籍を有する

者」 ・ 「日本語を話す者」 ・ 「大和民族」などと定義されているが、この場合、 「日本国民」

と 「日本人」とは区別されなければならない。日本の植民地統治下あった朝鮮人や台湾人、樺

太や南洋群島の現地の人々は 「日本国民」であった時期もあったが、日本語を母語とする 「日

本人」 ・ 「大和民族」ではない。しか し、その際、かつての琉球やアイヌの人々を日本語を母

語とする 「日本人」であるとは言いがたいということが生 じてくる。沖縄県人は、自らを 「ウ

チナンチュー」と呼称し、 「本土」の人々を 「ヤマ トンチュー」と呼んで区別している。

また、 「日本」の南方関与といった場合、 「日系人」を無視することはできないように思わ

れる。現地国の国籍 ・市民権をもつ混血二世は、 「日本」の南方関与の重要な局面を担 う。こ

とに学校教育場面においては、そうである。また、現地国といっても、南洋の諸国のみならず、

アメリカなどの日系人も戦時に南方に 「関与」 している。

したがって、これ ら全ての 「日本」の人々の関与を扱ってはじめて、 「日本」の南方関与の

全体像が描けるのである。これまで、沖縄県人の関与については、研究が進んでいるが、朝鮮

人や台湾人などの植民地であった人々、日系人についての研究も今後は求められる。

混血児童の教育問題については、後述するので、ここでは日系アメリカ人の南方関与の事例

を紹介 したい。

「日米戦時交換船」において、日系アメリカ人がシンガポールとマニラに下船したという事

実がある。村川庸子と粂 井輝子の研究によれば、昭和17(1943)年 の第二次交換船がシンガポ

ールとマニラに立ち寄った模様が次のように証言されている。

「AK氏 の一家はシンガポールで下船 した。ハワイに似ていることが理由だった。子供たち

は電話などの応対に使われたという。弟は日本へいった。長男のK氏 はシンガポールで19年 に

徴兵され、6カ 月の訓練の後、衛生兵となる。二世ということでいじめられたことはなかった。

むしろ、可愛が られたという。終戦、抑留、帰国。父親は戦中不慮の死を遂げた。AC氏 の一

家もシンガポールで下船 した。夫人は軍の要請は高圧的だったという。下船は、夫入にとって

は、悲劇の始まりであった。高級将校並の待遇 という話であったが、夫とは別居を強いられ、

夫人は修道院の監督 として昼夜の仕事に追われた。大人はそれでも『御国のために 』働 くのは

当然 としても、幼い娘たちまでも、通訳として熱帯の暑さのなかで酷使され、一人は疫痢で亡
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くなってしまった。」(3)「NM氏 は、シンガポールで降りた。母親は、泣いた。『そりゃ 、

もう絶対家に帰ります 」って。係員の説得は非常に強かった。日本に着けば、好むと好まざる

と『鉄砲担がなければならん。鉄砲担 ぐより通訳のほうがよっぽど楽ではないかと 』。母親は

『 とうさん待っているから、いったんは帰 ってくれって 』いった。しかし、本人は兵隊になる

よりましかと思って、下船した。(中 略)NM氏 は軍の強い要請で通訳 となった。第7方 面軍

の憲兵指令部に配属された。敗戦で現地で抑留され、監獄に入り、栄養不良で、仲間はアメー

バ赤痢にかかり、次々と倒れた。戦後巣鴨プリズンに移送され、やがて釈放された。」 ㈲ 「

学生だったTM氏 の家族は、シンガポールで『 かなりきつい調子で 』軍の通訳として雇うから

『降 りろ 」と言われた。日本に戻っても、兵隊に採 られ、南方に行かされるより、『今ここで

降りたほうが安全だ 』といわれたのである。しかしT氏 は、父に最後の別れを告げたいといっ

て、降 りなかった。」 ㈲

「「マニラでは日本から行っている兵隊の人がたくさんいて、将校さんが毎 日のように私達

の乗っている船にきて、若い人にレクチャーして、日本に帰ったらあなた方すぐに兵隊にとら

れてこっちにまたやられるんだから、ここに降 りて、通訳がほしいって 」。学校の先生をして

いる人に対する勧誘が強かった。『将校並 」の待遇で、家もつくという話だった。0夫 人の知

人たちも何人か降りたが、みな戦争で行方不明だ という。開教使のKK氏 は、半ば強制的な勧

誘だったと証言している。」(6}「 マニラでは治安が悪く、一部の人だけが上陸した。しかし 、

帝亜丸は熱烈な歓迎を受けた。11月7日 付けのマニラ新聞は、『御無事で御 目出度う!お 》同

胞、歓喜の顔よ 出迎への人と感激の握手 』と見出しをつけ、帝亜丸の日の丸と、甲板でラジ

オ体操をする児童の写真 を載せている。帝亜丸では、隣組組織ができ、乗船者は規則正 しい生

活を送っていること、グリップスホルム号では生まれた赤んぼう3名 が女であったのにたいし、

帝亜丸では4名 生まれたがすべて男子だったとも記されている。ET氏 には、自分か兄か、マ

ニラで下船するように『依頼、強い依頼 」があった。兄の方が降りた。」 ω 「戦前日本 語学

校長として活躍したE夫 人は、下船するとき、ここで降りるのだからといって、「辞世の句 』

を作 ったという。OM夫 人と娘のYH夫 人は、二世の名前数名をあげ、『親は反対、いっぺん

は日本にかえんなさいといっても、もう若い人は元気だから 』降りて、『みんな戦死した 」で

あろうという。」{8)

交換船で帰国の途についた 日系二世も、戦禍に巻き込 まれた。シンガポールそしてマニラで、

ある者は徴兵され、ある者は通訳として日本軍への協力を強いられた。その中には、日本語学

校校長や開教使も含まれていた。英語力を利用 しようとした日本軍と、鉄砲よりも通訳の道を
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選 ん だ 日系 ア メ リカ 人 の 打 算 の 結 び つ き が 、 新 た な 悲 劇 も生 ん だ 。 そ して 、 その 最 中 で 、 日系

三 世 が 誕 生 して い た の で あ る。

こ う し て 、 交 換 船 で 南:方 と関 わ っ た 日系 ア メ リカ の 境 遇 は 、 「日本 」 の南 方関 与 に新 た な彩

り を加 え る 。 マ ニ ラで の境 遇 は 、 フ ィ リ ピ ン関 与 の増 補 を成 す 。 日米 交換 船 で南 方 に 「下 船 」

した 日系 ア メ リカ 人 の 動 向 は 、 今 後 よ り一層 研 究 され な け れ ばな らな い 。

(2)日 本 人 の 生 活 様 態 の 多 重 性

渡 航 目的 ・生 業 の 多 様 性

フ ィ リピ ン は 、 他 の 南 洋 地 域 に比 して 、 渡 航 目的 ・渡 航 地域 が多 様 で あ る 。両 者 は連 関 して

い るが 、多 く の 南 洋 に 移 住 した 「日本 人 」 が 、 植 民 都 市 空 間 で の商 業 を 生 業 とした の に対 して、

フ ィ リ ピ ン に は 、 ダバ オ の 麻 栽 培 が あ り、 バ ギ オ の 野 菜 栽 培 や鉱 山採掘 、建 築 請 け 負 いが あ り、

セ ブ で は漁 業 も 盛 ん で あ っ た 。

渡 航 目的 の 多様 性 に つ い て は 、 早 瀬 晋 三 の 調 査 に よ れ ば 、 明治36(1903)年 か ら昭 和14(19

39)年 ま で の移 民 取 り扱 い 会 社 経 由 の渡 航 と、 明 治34(1901)年 か ら明治44(1911)年 まで の 、

こ の 経 由 を しな い 「自 由 渡 航 」 者 と の合 計 は 、 全 体 の25,966名 中、① 「農 業 」20,849名(82.7

%)、 ② 「大工 」852名(3.4%)、 ③ 「木 挽 」545名(2.2%)、 ④ 「土 木 事 業 ・土木 工 事 」40

9名(1.6%)、 ⑤ 「漁 業 」406名(1.6%)な どの 順 に な って い る(9}。 これ は 「海 外 出稼 ぎ 労

働 者 また は労 働 移 民 」 を意 味 す る 「移 民 」 に 限 定 され て い るた め、 「非 移 民 」 で あ る 「商 用 」

「商 業 」 を 目的 とす る 者 の 数 は 含 まれ て い な いが 、例 え ば 、「 比 律 賓年 鑑 』昭和 十二 年 度 版 の

「マ ニ ラ総 領 事 館 内在 留 邦 人 職 業 別 人 口表 」(昭 和 十 年 十 月一 日現 在)に よ る と、本 業 者 とそ

の 家 族 を含 め た 全 体 の7,551名 中 、 ① 「会 社 員 ・銀 行 員 ・商 店 員 ・事 務 員 」1,504名(19.9%)、

② 「漁 業 お よび 同 労 働 者 」1,043名(13.8%)、 ③ 「大 工 ・左官 ・石 工 ・ペ ンキ職 」1,039名(

13.8%)、 ④ 「物 品 販 売 業 」791名(10.5%)、 ⑤ 「飲 食 料 品 お よび 嗜 好 品製 造 」565名(7.5

%)、 ⑥ 「農 業 お よ び 同 労 働 者 」554名(7.3%)、 ⑦ 「森 林 業 お よび 同 労働 者」177名(2.3%)

⑧ 「土 木 建 築 」155名(2.1%)、 ⑨ 「工 場 労働 者 」146名(1.9%)、 ⑩ 「画家 ・写 真 業 」1

14名(1.5%)、 ⑪ 「そ の 他 の 自 由 業 」97名(1.3%)、 ⑫ 「医 務 に関 す る業 」87名(1.2%)、

⑬ 「理 髪 業 」72名(1.0%)、 ⑭ 「車 馬 業 ・自動 車:運転 手 」68名(0.9%)、 ⑮ 「家 事被 雇 人 」

55名(0.7%)、 「そ の 他 」1,017名 な ど とな っ て い て 、 多種 多 様 な渡 航 目的 ・職 業 が示 され て

い る の で あ る。

多 様 な 団 体 ・組 織

そ して 、 こ う した 渡 航 目的 を も つて 、 フ ィ リ ピ ン群 島 の様 々な地 域 に住 みつ いて い った が 、
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ここで邦人間に種々の団体 ・組織が形成されることになる。年表を一覧すると、この団体 ・組

織はいくつかの種類 に区分できる。

まず、(1)日本人会がある。マニラ(明 治34年)・ スルー(明 治43年)・ セブ(大 正4年)・

ダバオ(大 正7年)・ イロイロ(大 正8年)・ バギオ(大 正9年)・ ザンボアンガ(大 正10年)

・ピコール(大 正13年)・ ネグロス(大 正15年)・ アパリ(昭 和5年)・ キャビテ(昭 和6年)

・ヌエバとエシバ(昭 和7年)・ 南カマ リネスと北カマ リネス(昭 和13年)と 続いている。日

本人会は、親睦と相互扶助の団体であるとともに日本人学校の設立 ・経営の母胎でもあった。

特に困窮者の救済をも 目的にして、マニラ交正会(昭 和12年)が つくられてもいる。

また、(2)県人会組織がある。ダバオの沖縄県人会(大 正5年)・ マニラに福島県人交友会(

大正8年)と 広島県人会(大 正10年)・ ダバオに和歌山県人会(昭 和7年)、 佐賀県人会と岐

阜県人会(昭 和10年)・ マニラに沖縄県人会とダバオに信州人会(昭 和11年)な どができた。

一定数の同県人がいなければ、この組織はできなかったが、故郷の絆を求めての組織が形成さ

れる。

これと同様の趣意をもって、国内側からの組織 として(3)海外協会支部の設立もあった。ダバ

オに岡山県海外協会支部(昭 和3年)、 福島県海外協会支部 ・広島県海外協会支部(昭 和5年)

福岡県海外協会支部(昭 和6年)、 熊本県海外協会支部(昭 和9年)、 マニラに長崎県海外

協会支部(昭 和11年)と 防長海外協会支部(昭 和13年)な どである。ダバオの三州会(昭 和10

年)は 、この拡大組織 と言える。

また、居住地域の㈲地縁的組織も見られる。マニラのサンパロク区相互会(昭 和3年)と キ

ャポ区民会(昭 和4年)、 サ ンタクロース区の近友会(昭 和14年)な どである。こうした地縁

は、 日本からの寺院の設立の基礎 となり、(5)寺院を中心とする組織が形成される。マニラの仏

教婦人会(大 正7年)と 仏教青年会(昭 和10年)な どである。そして、(6)青年団もつくられる。

マニラに日本人青年団(昭 和2年)、 バギオに青年団(昭 和4年)が 設立されている。

しか し、何といっても量的に多 いのは、経済活動における組織である。最も大きなものは(7)

商工会であろうが、マニラに日本人商工会(大 正3年)、 ミンタルに商工会(昭 和5年)、 マ

ニラに日本商業会議所(昭 和7年)、 ダバオに トリル商工会とダバオ商工会(昭 和8年)が で

きている。(8)より小規模な組織 としては、マニラにミイタナオ倶楽部(大 正5年)、 ミンダナ

オ島のカテガンに親営会(昭 和3年)、 ダクダオ ・ラクソン ・ベントラ ・スアレスに四耕地連

合自営者会(昭 和4年)、 ミンタル ・ビアオ ・ギヤンガ ・リバーサイド・タロモリバーに五耕

地連合自営者会(昭 和5年)、 ダバオの トンカラン協同組合および木曜会(昭 和9年)な どが
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ある。そして、(9)個別の業者間の同盟組織がある。マニラにパコ実業組合(大 正7年)'、 日本

人氷屋連合組合(大 正8年)、 日本人船舶大工組合(昭 和6年)、 日本人マッサージ会(昭 和

7年)な どができ、ダバオに日本人栽培協会(大 正8年)、 日本人自動車運転手組合(大 正13

年)、 氷屋組合(昭 和2年)、 河殖産組合(昭 和4年)、 写真同業組合 ・ラクソン協同組合(

昭和8年)、 理髪同業組合 ・日本人漁業組合(昭 和10年)、 自転車同業組合(昭 和12年)、 ト

リールに下宿屋同業組合(昭 和7年)、 ダリアオンとトリールに理髪同業組合(昭 和8年)な

どである。

また、日本の政財界 との関係では、㈲マニラに南洋協会支部(大 正13年)、 比律賓大亜細亜

協会(昭 和9年)、 日比協会(昭 和11年)な どが設けられている。これらは、日本とフィリピ

ンとの文化 「交流」をも企図したが、西本願寺の山之内秀雄のように、比島学生旅行協会を結

成 して、比島学生訪日視察団を引率することなどを通 して、日本の文化紹介に努めた人物もい

る。

このように、フィリピンの在留邦人は、地縁的に、経済活動を中心に様々な団体 ・組織をつ

くったが、特に最も人口の多かったダバオに各種の組織がつくられ、邦人間のネッ トワークを

密にした。一部にフィリピンの政財界の要人をメンバーにする組織も形成されたが、多くは邦

人間での組織であった。 しかし、各々が具体的にフィリピンの現地社会とどの程度の関わりを

もったのかは今後の検討課題である。そうした関わ りの脈絡が、在外邦人子弟の教育の論理に

影響を及ぼす。

2.バ ギオ 日本人学校における混血二世 と教育理念

(1)バ ギオ日本人学校の混血二世

バギオ日本人学校については、筆者が 「第二次大戦前の日本人学校教員の教育体験 ・意識に

関する研究一バギオ ・満州 ・上海における教員への聴き取りを通して」(『 龍谷大学論集 」第

424号 、1993)に おいて論 じたことがある。また、長谷川稔が、「第二次世界大戦以前のフィ

リピン日本人社会における新しい方向性 」と題する卒業論文(大 阪大学文学部文化交流史専攻

・平成7年 度)に おいて、ダバオやサガダ ・ネグロスなどともに、バギオの混血二世へのイン

タビューをもとに して考察 している。そして、筆者がこれまでに行なってきたバギオ日本人学

校の元児童生徒へのインダビュー記録や平成8(1996)年2月 にバギオを訪問して行なった混

血二世へのアンケー ト調査のデータなどがあるが、これらの研究調査や関連文献の記事を踏ま

えて、バギオ日本人学校の混血二世教育に存在 した論理 を抽出することを試みたい。
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大正12(1923)年3月12日 付で、在マニラ総領事 ・杉村恒造が外務大臣伯爵 ・内田康哉に宛て

た 「比律賓群島バギオ市在留邦人学齢児童写真提出ノ件」という文書(外 務省外交史料館所蔵)

がある。ここに、バギオ 日本人学校創設前夜の情景が記されている。

「「バギオ 」市ハ 当地ヲ北二距ルコト鉄路及自動車ニテ約九時間ノ行程ニシテ海抜四千入百

吠気候温和ナル本島唯一ノ避暑地二有之四時都会人士ノ往復頻繁二有之本邦在留民ノ同地二定

住スルモノ今ヤニ百七十有余名 ヲ算シ何レモ着々事業二成功シ居リ其内児童ノ数百二十名又学

齢二達スルモノ四十七名ノ多キニ拘ラズ近年一般経済界二於ケル不振ノ為メ未ダ日本人小学校

成立ノ気運二至ラザル次第二有之候処之ガ新設ヲ急務ナ リトスル当地在留民ノ有志者青山龍吉

ハ過般視察労々同地二赴キ在留民 ノ意向ヲモ聞取り帰来後別紙小学校設立希望二関スル願書二

邦人児童ノ写真ヲ添へ当館二提出致来候二付何等御参考 ノ為メ薙二差進候間御査閲相成度此段

申進候 敬具

願書

本籍 福井県足羽郡和田村字和田中入十番地戸主

現住所 米領比律賓群島マニラ市サムパロク区レガルダ街四百二十入番地

青山龍吉

明治三年四月二十四日生

比律賓群島マウンテ ン州バギオ市二 日本人学校設立希望ノ件

一、バギオ市二於ケル在留邦人 ノ現状ハ日二.月二発展シ大正十二年一月現在在留者ハ、バ

ギオ市ヲ中心 トシテニ里半以内二於テニ百七十入名二達シ居レリ

内訳

男子 百四十名

女子 十入名

土人女子(但 シ 「イゴロテ」族ニシテ邦人 ノ妻)三 十六名

児童百二十名(内 四十七名ハ学齢児童ナ リ)

右多クハ明治三十六年ベ ンゲツ ト移民 トシテ或ハ明治三十七年大工、木挽 トシテ航航シ爾来農

業地 トシテ最モ有望ナル 「バギオ」市 ノ枢要ナル地域ヲ占メ著シキ発展 ヲナシツツアル者ナ リ

然ルニ児童保護二関シテ何等教育的施設ナク多数可憐 ノ児童ハ土入同様 ノ状態ニシテ此儘二

放任センカ邦入発展上実二前途憂フベキモノアリ ト難モ財界不況ノ為メ何等ノ施設ヲナス能ハ

ザル ノ現状ニアリ不肖此度此地ヲ視察シ右 ノ欠陥ヲ認メ我同胞発展上遺憾二不堪即チ此二日本

人小学校設立ヲ切望スル次第ナリ
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二、小学校設立基金

基金 トシテハ在留男子百四十名ガ各三十仙宛大正十二年二月以降毎月酸金シッッァリ

右 ノ次第二就キ小学校設立二関シテハ邦国ノ為メ何分 ノ御配慮ヲ賜リ度別紙在留邦人児童ノ写

真一葉御参考迄二相添へ置候問御一覧被下度候也

大正十二年二月二十三日

右

青山龍吉

在マニラ総領事 杉村恒造殿

青山龍吉といえば、大正3年8月 にマニラ日本人商工会を創立し、大正6年2月 のマニラ日

本人学校設立の発起人に名を連ね、また大正13年8月 のマニラ日本人会設立時の副会長の一人

でもあった人物であるがuo)、 このマニラの有力者がバギオの学校設立を願 い出ている。青山

が、マニラ日本人学校の発起人でもあった杉村恒造 と知己の間柄であったためとも考えられる

が、大正9年 にすでに創設されていたバギオ 日本人会の、大正12年 当時の会長 ・早川豊平の願

い出にもかかわらず、なかなか設立の認可がおりなかった事情 を物語る。学校設立を目的とし

てつくられたといってもよいバギオ日本人会ではあったが、大手の商社 ・銀行の財力を基盤に

もつマニラ日本人会とは異なる不利を背負っていたのではないか。青山自身、バギオの在留邦

人自ら醸金を始めたことを明言 しなければならなかったほど、マニラほどにはバ幸オに財力が

ないことが、日本政府に学校設立の認可を渋らせたのであった。

また、混血二世はあまり抵抗なく現地の学校に行 くことになり、これが日本政府の決断を遅

らせたということもある。外務省外交資料館所蔵の史料によれば、 「バギオ市二日本人小学校

設立 ノ件」という次のようなメモがある。

「大正十二年五月二十入 日付公第二 〇七号在マニラ杉村総領事来信二依リ調査スルニ 日本

人 ・学齢児童入名 不就学児童一名 学齢二達セサルモノ 三十六名 土人 トノ混血児 ・学齢

児童二十二名 不就学児童ナシ 学齢二達セサルモノ 入十二名 就学児童ハ全部比律賓ノ学

校二通学セルモノ 右二依 レハ学齢児童ハ比律賓ノ学校二通学シ居ルニ付小学校設立二焦眉 ノ

急ニハアラサルヘク又学童余 リニ少キ地二寺子屋式ノ小学校ヲ建設スルハ経費等ノ点ヨリスル

モ面 白カラス依テ今少シ学童増加ノ後適当ノ機会二於テ補助ヲ与へ学校学校ヲ建設セシムル方

可然 目下ノ処ニテハ時期 尚早 ト認ム 大正十三年四月」

マニラ日本人学校でさえ、24名 で開校されているのであるから、ここの学齢児童の合わせて

30名 が通学することになれば、すぐにでも開校できる数には達していたが、日本政府は時期尚
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早と見倣している。混血二世の多いことが、現地校への通学を容易にし、このことが日本人学 ,

校の開校を遅らせたとも言い得るのである。

結局は、翌年の大正14(1925)年4月 に開校の運びとなるが、ともかくも、ここに問題にす

べきは、 「多数可憐 ノ児童ハ土人同様ノ状態ニシテ此儘二放任センカ邦人発展上実二前途憂フ

ベキモノア リ」 という一節であろう。 「土人女子(但 シ 「イゴロテ」族ニシテ邦人ノ妻)」36

名の子女 を含めて120名 の児童がおり、うち学齢期に達 している者が47名 であるというが、混

血二世であろうとも、 「日本人」学校をつくらなければ 「邦人発展上」憂慮すべき事態である

という論理の構築がそこにある。いわば、フィリピン人 との混血児童といえども、日本文化 ・

精神を体得させて日本人 として教育することが、 日本の発展であるという論理である。

実際、表1・ 表2に 見 られるように、開校 当初よリ 「混血児」の方が 「純邦人児」より多い。

「純邦人児」という名称に目を引かれるが、戦前の数ある日本人学校の中で、混血児童が 「純

邦人児」を上回っている学校は、唯一バギオだけではなかったか。最初は、6歳 児で幼稚園、

7～9歳 児で第1学 級、10歳 ～12歳 でクラスを編成 していたが、翌年には、年齢的に多様なク

ラス編成になっている。 日本語の力や学力によって、クラス分けをしたためであろう。しかし、

これらの児童生徒は、一括 して 「邦人発展」のための教育を施さなくてはならないというのが、

日本側の、 日本政府の合意事項であった。

(2)二 世教育における3つ の志向

しかしバギオにおいて、二世の教育のあり方をめぐっては、基本的に3つ の理念が交差して

いたように思われる。現地志向とアジア志向と内地志向の3つ である。

まず、現地志向の例として、大正11年 より連続 して永年バギオ日本人会長を務めた(昭 和10

年は永富麻夫)早 川豊平の考え方がある。早川は、昭和15年 に次のように述べている。

「開校 した当時は牛田先生一人に生徒二十五名許 リであったが先生は日本語ばかり生徒は土

人語ばかりで、授業も甚だ骨が折れたとの事であった。(中 略)学 校が出来てから最早十五年

現在では先生が九人に生徒が百五十余名、卒業生も百三十名余り出しているのである。開校以

来拾五ケ年の間に学校の増築も二回行ったが、最早増築する土地も無くなったので三年前に四

万数千比の大金を投 じて、現在の場所に学校を移転したのであるが、大きく実を結んだ事は実

に嬉しい限りである。(中 略)此 の様 にまでして学校を経営するのは、第二世の子供を立派に

日本人 として教育 し、同時に比律賓事情にも適せしめる様に致し、良い日本人であると同時に、

『良い日本人の比律賓人 』として日本国の為、又比律賓の為に尽くす事の出来る人を養成 し度

いからである。」 〔11)
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表1バ ギオ日本人学校児童生徒の状況(大 正14年4月 現在)

第1学 級 第2学 級

幼稚園 第1学 年 第2学 年

純邦人児

男 女

混血児

男 女

純邦人児

男 女

混血児

男 女

純邦人児

男 女

混血児

男 女

6歳 2 23

7歳

8歳

9歳

11

2

32

43

1

10歳

11歳

12歳

1

2

33

1

11

計

2 5 4 13 3 9

7 17 12

(バギオ日本人小学校 「大正十四年四月一 日入学児童ノ状況」『 目録 」[外 務省外交

資料館所蔵]よ り作成。)
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表2バ ギオ 日本人学校児童の状況(大 正15年4月 現在)

第1学 級 第2学 級

幼稚園 第1学 年 第2学 年 第3学 年

純邦人児 混血児 純邦人児 混血児 純邦人児 混血児 純邦人児 混血児

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

6歳 2 15

7歳 21 3 1 1

8歳 1 1 21 1

9歳 3 2 42

10歳 1 1 11

11歳 1 1 11

12歳 1 11 11

13歳 1 1 1 1

14歳 1 1

15歳 1 1

5 10 4 10 3 11 3 8

計

15 14 14 11

(バギオ日本人小学校 「バギオ日本人小学校児童 ノ状況(大 正十五年四月現在)」[外 務省

外交資料館所蔵]よ り作成。)
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「良い日本人の比律賓人」という表現が興味深いが、現地への永住と同化を勧めて、さらに

次のように論 じている。

「世界の植民史を見ると、其の昔はポル トガル、スペイン、オランダ、仏蘭西、及英国を初

め、皆武力的侵略に依て海外に発展 して現在に至ったのであるが、今は平和進出でなくてはな

らぬ時代 となったのである。永住的の心掛で現在に於て良く其の土地の人と協調 し、出来るだ

け同化 し、相手の美点長所、又習慣は出来るだけ尊重して行くに非らざれば真の発展は出来ぬ

のである。此の意味に於て、農業を基本とする移民は最も良く、其の外、一時的でない商売人、

又は其の他の業に従事する事が良いと思われるのである。同化と言う事は、勿論 日本精神を捨

てると言う意味ではない。日本人は日本人として出来るだけ土地の人と協力して歩調を合せ、

其の必要の場合に於てのみ日本精神を発露するのである。時には、日本人でも自分の日頃の行

動、言語、長短を反省せず、頭か ら土人は駄 目だと言う様な事を言う人があるが、感心出来ぬ

事である。指導が足りないのであると思われる。」 〔12,

一時的な出稼ぎではな く、永住することが 「発展」であるとすることや、同化は日本精神を

捨てることではなく、現地の美点 ・長所 ・習慣を尊重 して、必要な場合のみ日本精神を発露し

て現地と協調 していくことが、真の発展であると説 く論は、現地志向の姿勢を示している。

そして、日本人の4つ のタイプを挙げて、続 けて次のように意見を開陳 している。

「植民の主たる目的は、外貨の獲得、人口問題の調節、主として貿易に依る故国商品の売捌

紹介、文化の交換等である。現在当地に来ている日本人を見ると、一、必要上出来る丈け日本

に送金する人、即ち日本に居る家族の養育費、又は借金を返す為に送金する人、二、出来るだ

け金を儲けて日本に田畑を購入 し成功者たらんとする人、三、早く金を儲けて其の金で郷里に

立派な家を建て土地を購入 し、又は金を持って老後を楽に送 らんとする人、四、此の土地で得

た金は、当地に投資 して主に現地で発展せんとする人・等に分けることが出来る。何れが是か、

何れが非か、と言 うような事は其の人の境遇、職業等に依 り異る事であろうが、真の海外発展

は第四が一番良い様に思われる。」(13)

個々人の境遇や職業などによるとはしながらも、現地で得た金を内地へ持って帰らずに現地

に投資することが、噂「真の海外発展」であるとするのである。

こうした所論にもとついて、二世教育につ いては、 「第二世の子供さん達が良く学校で勉強

して、日本に於ける生徒に負けぬ様にな り、そうして成人する事が出来るなれば、最適任たる

海外発展の選手となる事が出来るのである。第一に言葉が出来て現地の習慣を良く知って居 り、

土地の人達に知人が多い事、加えて父兄が既にある程度の土台を二世の為に作って居る事等が、
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数えられる。更に必要の場合は帰化する事も又容易である」 ロ4)と述べている。 「帰化」をも

辞さぬ心構えが示 されているが、精神や学力において 「内地に負けぬ」意気で、現地に馴染ん

でいる利点を発揮するのが 「海外発展の選手」としての務めであると言うのである。

アジア志向の理念として、同 じく昭和15年 のこの時期にバギオ日本人小学校の訓導であった

富田久二が、児童生徒に向かって説いた所論を次に見てみたい。まず、 「元冠の役 ・日清日露

の両役 ・満州事変等度々外国と戦を交えましたが、どの戦も日本から戦争をしかけて攻めてい

ったものは一つもあ りません。どれも皆先方の国から戦をしかけられてやむなく戦ったものば

かり」(15}で あるにもかかわらず、 「日本の国が度々の戦に、いつも勝利を得たのは、上に御

えらい立派な天皇をいただき、下万民が心 を一にして身をすてて君国のためにつくす真心をも

ち、その上正義に立 っての戦であったからだと思 います。日支事変の起りも、この正義の心の

あらはれであって、神武天皇の肇国の大精神である『八紘一宇 」の御心によって聖戦は進めら

れている」(16)こ との認識を求めた上で、日本の今の戦 いの事由を、次のように説明している。

「日本のように資源をもたない国や、支那のように資源はあるが、これを開発するところの

技術や資本のない国は、お互 いにそのあまったところを以て足らないところを助け合って行か

ねばな らなくなって来るのです。そこで日本は東洋の諸国、南洋群島と一 しょになって、御互

に不足なところを補 い、力を合わせて東洋のこれ等の国々は一つの共同体となって、他の富強

な国々と肩をならべて行こう、というのがこの度 日支事変処理後の 目標なのです。これが、『

東亜新秩序建設 」とか『大東亜共栄圏確立 」とよばれているのです。(中 略)南 進国策といっ

て、南の方に向ってはこれまでも日本は進出していますが、この度、大東亜経済圏の確立を目

指 して、一層強化せ られて来たのであります。」(17}

南進国策の延長線上にあって、東洋の国々や南洋群島が共同体として相助け合って、 「富強

な国々」と肩を並べていくための戦いであることを諭.し、フィリピンの独立、 「日比親善」に

も触れて、児童生徒に以下のようにその役割を期待 している。

「日比親善をするには、日本で生まれ 日本で教育を受けた人よりも、比島で生まれ比島で大

きくなった人の方がよほど都合がよいのです。ほんとうに仲よくなるには、この土地の風俗 ・

習慣 ・人情 ・言語な ど、よく事情 を知った人でなくてはならないのです。こんな条件をそなえ

ているのは皆さん方です。 日本が海外に国民を送 り出しているのは、ただ外国で金をもうけて、

日本へその金を送ることではありません。外国の土地で固い地盤をつくり、その国と仲よい友

達として交わるもとをつくることなのです。このような国の方針をよくわきまえて、皆さんは

この方針にそうようにすることが、御国のためにつくすこととなるのです。兵隊さんとなって
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出征し戦線に立 ってたたかうのも、国内に止って銃後の守かたく励むのも、又皆さんのやうに

外国にあって、日本の国 とその国 との親善につくすのも、皆御国に御奉公することにかわりあ

りません。」(18}

そして、ベ ンゲット道路開削工事の昔を偲び、 「先輩の偉業」に報いるためにも 「校是『教

育勅語の御趣旨に導ひよい日本人となれ 」は皆さんが成人する一番よい道標なのです」`19}と

強調している。

富田の所論に見る教育の理念は、アジア主義的共同体意識をもって親善を図ることが重要で

あり、児童生徒はそれに足る生育環境にあるとするものであるが、道標はあくまで 「教育勅語

の御趣 旨」であり、皇国精神に満ちたものでもあった。この言葉を 「純邦人児」はともかくも、

「混血児」はどのように聞いたのであろうか。 「混血児」にフィリピンが 「外国」であること

の感覚はないが、これについては4.で 論 じることにしたい。

ともかくも、さらに内地志向的、国粋的な理念は、村井熊雄第3代 校長によって表明されて

いる。

村井は、歴史的に日本の偉大さを説いた上で、 「この事を明確に認識 しないで、表面上の風

俗習慣の差異をみて、軽々しく決断を下 し、南洋の土人やアフリカの黒入などと日本人を同一

視 して未開の民劣等人種となしたのがそもそもの誤であったのだ。西欧諸国は今一度もとに返

って日本人を研究 しその本質の再認識を試みる必要がある。そしたら日本人の偉大さ、好まし

さが明瞭になって、実に誤った白人種優秀論も消え、人種的偏見の不真理が合点され黄禍思想

も消滅 し、不要の対 日圧迫が如何に愚であるかも解って来るだろう」 〔20}として、南洋と日本

を同一視することを拒否する。

そして 「日本は実に正々堂々たるものである。彼等が芽をつまねば危いと考える.のも無理は

ない。彼等は彼等の国の維持を億兆の亡霊の上にたてているからだ。日本を亡魂の呪を晴らす

義の国 と考えるせいだ。印度、豪州、カナダ、アフリカを殺したのは誰だ。蘭印の横領者は誰

だ。支那を去勢 したのは誰だ。皆白人じゃないか。彼等は被告だ。今や世紀の審判が開廷され

んとしている。それが新秩序だ。新秩序の銀鈴は我が 日本の手によって高々と打振られた。響

は遠 く煙波をかすめて宇宙のすみずみに透徹 した」(2nと 激論している。

こうして白人を審判する 「入 紘一宇」こそが、 「祖国に生を享けし者の大任である。殊に海

外に活動する我等の玩味すべき事ではあるまいか」(22)と して、 「祖国に生を享けし者」しか

視野に入っていないかのような発言をするに至っている。

昭和15年 という、戦時 において現地志向 ・アジア志向 ・内地志向のスペク トルは、このよう
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な対照を見せる。現地への 「同化」を勧め、 「良い日本人の比律賓人」を描く現地志向、アジ

ァ諸国の相互扶助の共同体を目ざして 「アジァ人」としての連帯意識を強調するアジア志向、

そして国威を自覚して 「日本人」の優秀性を自負する内地志向 … 。 しかし、三者に共通な

のは、 「純邦人児」と 「混血児」を区別せず一体的に捉えているところである。小人数であっ

たこともあるが、 「混血児」特有の文化への顧慮が希薄で、日本の精神 ・価値を体得させるこ

とに主眼がおかれていたことの反映と見 られる。その意味で、一見して両者を 「区分け」しな

い和気霜々とした教育的雰囲気の中にも、現地文化を軽視する姿勢が隠されていたと見ること

ができるのである。いずれにせよ、こうした3つ の志向が織 り成す営為としての教育環境が、

バギオの地にあった。

3.バ ギ オ 日本 人 学 校 の混 血 二 世 調 査

で は この よ うな 教 育 環 境 の も とで 生 活 した 混 血 二 世 に対 して 実 施 した ア ンケ ー ト調 査 の結 果

を考 察 す る こ と を通 して 、 さ らに 実 態 を把 握 す る こ と と した い。

(1)調 査 協 力 者

調 査 に 協 力 して い た だ い た の は 、 男 性 で は 、 加 藤 利 夫(EduardKato)[敬 称 略 、.以下 同 じ]

:65歳 、 長 岡 良 男(JohhyDavidNagaoka):65歳 、 大 久 保 セ ビオ(EusebioOkμbo)の3名 、

女 性 で は 、 木巴野 サ リア(RosaliaHanoEspique):78歳 、佐 藤 フ ミ子(JuminianaGuerrero)

:76歳 、 斉 藤 照 子(TerukoUnghian):74歳 、 尾 辻 ヨ シ(YoshiOtsuji):72歳 、下 津 ヨ シエ

(AIiceS.Dacumos):68歳 、 東 ノ リ(NormaQuilanHigashi):68歳 、 大 久保 サ ダエ(Cata-

linaOkuboPucay):64歳 、杷 野 トシ子(LourdesToshikoHanoTiap):63歳 、 小 畠 ヨ ネ(

MaryLineyJay):62歳 、寺 岡 マ リエ(塩rieDororesTeraokaEscano):62歳 、東 地 初 子(

JulietaLocanoHigashiji):55歳 、 下 津 トシ エ(LinaShimotsuDomi㎎o)、 木巴野 ジ ー ン(

JaneBalaoHano)の13名 で 、 計16名 で あ っ た 〔23)。

(2)学 校 時 代 の 印 象

まず 、 「学 校 時 代 で特 に印 象 に残 っ て い る こ と を書 い て くだ さい 」 と尋 ね て 、 ど のよ うな こ

とが 印 象 深 く記 憶 に あ る のか を 聞 いた 。 こ の 回 答 は、 ① 「戦 争 の は じま った 時 だ った の で とて

も き り つ 正 し く、 き び し く き た え られ ま した 」 、 「修 身 とつ が の 時間 が き ら いで あ った 」 、 「

DisciplinedLearnedpunctualityanddisciplinedTKO-CHOSENSEIKARABINTASA-

RETATOKI」 、 「1)Wewereverydiscilplinedpeople2)Wewereverygoodinspeaki㎎

日本 ご 一JapaneseLa㎎uage」 な ど の規 律 や 、 鍛 練 教 育 の厳 しさ を挙 げ る者 、② 「運動 会の こ
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と。 先 生 は と て も きび しか った こ と」 、 「Undokai(11月3日)」 、 「UndokaiKoinobori」

「undokai&excursion&so皿eJapanesesongs .Webowatthegatebefore&afterenter-

ingtheschoolgrounds」 な ど の運 動 会 や 学 芸 会 な ど を挙 げ る者 に分 け られ た。

戦 時 で も あ っ て 規 律 を 重 ん じる教 育 が 浸 透 し て お り、 時 に は ビ ンタの 制 裁 もあ った 。 しか し

運 動 会 や 学 芸 会 が 楽 しい 思 い 出 と も な って い る 。 日本 語 の教 育 も かな り徹底 して いた よ うで あ

る 。

(3)学 校 行 事

また 、 学 校 行 事 につ い て の 感 想 と して は 、a.四 大 節 祝 賀 に 関 して は、 「日本 人 であ る 事 に

ほ こ り を持 ち参 加 す る事 が うれ し か っ た 」 、 「AttendancetoaliJapanesefestivalsin

schoolarerequired」 、 「Wewererequiredtoparticipateineveryし ょうが つ 、 き げ ん

せ っ 、 め い じせ つ 」 、 「お 正 月 に は 門松 を た て て お 餅 をつ いて祝 い ま した 。 きげ ん節 に も み ん

な 集 ま っ て式 が 行 な わ れ ま した 」 と 回 答数 は 少 な い が 、 「日本人 であ る こ とに誇 り」 とい う言

葉 が胸 を 打 っ 。b.教 育 勅 語 奉 読(御 真 影)に つ い て の 回答 は、「Wewererequiredtorecite

&writeeveryday」 、 「毎 朝 、 朝 礼 の 時 に教 育勅 語 を読 み ま した 」 と書 か れ て い て、 臣 民 教

育 の儀 式 が 毎 日行 な わ れ て いた こ と が分 か る 。

(4)日 本 の 教 科 書 に つ い て 対 す る違 和 感

日本 の 教 科 書 に つ い て 、特 に そ の 違 和 感 を 尋 ね た が 、 「私 たち は ま だ小 さか っ た の で と ても

き ょ う味 深 か っ た で す 」 、 「Weweregivencompletetextbooks」 、 「GRADEIWASINKATA-

KANAWITHKANJI.GRADE旺 一UPWEREINHIRAGANAWITHKANJI」 、 「none」 、rnotextbookthat

time」 、 「日本 語 と英 語 で 半 分 しか 教 わ ら な か った 」 な どの記 述 が見 られ た 。 「違 和 感 」 が あ

っ た との 記 述 が な い が 、 カ タカ ナ ・ひ ら か な ・漢 字 ・英 語 と多 くの種 類 の 文 字 に接 して 大 変 で

あ っ た様 が 読 み 取 れ る 。 ま た 、戦 時 で 教 育 が 中断 さ れ た こ とも 書 かれ て いる 。

(5)混 血 児 と し て い じめ られ た 経 験

こ の こ とに つ い て は 、 「な か った 」 、 「ナ シ 。 校 長 よ りよ くた たか れ た 」 、rnine(No)」 、

「asusual」 、 「Noexperienceofdiscrimination」 、 「BecauseIwenttotheJapanese

schoo1,IwasdespisedbyseveralpeoplewhenJapanwasdefeated.」 、 「ひ と り ぐ らい

あ る 」 、 「ByPilipinowearealwaysmockbothold&children」 、 「フ ィ リピ ンで は あ り

ませ ん で した 。 日本 の 学 校 で は ク ロ ンボ と云 われ て 追 か け られ ま した 」 な ど と書 か れ て い る。

(6)卒 業 後 の 進 学 ・就 職

次 に 、 日本 人 小 学 校 卒 業 後 の進 学 ・就 職 に つ い て 尋 ね た が 、① 「卒 業 しな い中 に戦 争 が 終 り
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日本に強制送かんされ、日本で小学校4年 生から新制 申学校を卒業 しました」と日本で進学 し

た者もあるが、多くは②

HIGH SCHOOL SOTS1]GYO 

Baguio Central School 

went to enroll in the 

stopped schooling and 

grade 1 and went on to 

Felipino School,Baguio

三井かいしゃ

colledgej

I was

[NIPPONGIN SHO GAKKO ATO PHILIPPINE NO GAKKO NI HAIRIMASHITA

SHITE DAIGAKKO E HAIRIMASHITAj , [Grade Six English School 

Baguio City. Then High School at St. Louis Baguio Cityj , FI 

Public Schools , [After Japanese School war closed in 1945. I 

the next school opening. I was enrolled in Local school at 

finish Nursing and worked as a nurse] , [Went to school Canpo 

City] , [I went to Turinidad Agri School, FI) worked under

in Suyo,Ilocos Sur. 2 エ イ ゴの が っ こ うにか よ った My husband sent me to

と 、現 地 の 小 学 校 や ハ イ ・ス ー ル に 通 い 、 看護 婦 な ど にな っ て い る。 しか し、③ 「

called by the

tinue my studies]

Kempeitai & sent me to Asin to see the people. So I did not con-

と戦争のために学業を断たれた者もいる。そして④ 「家事、農業の手伝後

結婚 した」者もいる。

バギオは、野菜栽培などのために定着志向が強く、混血二世の多さともあいまって、日本入

学校卒業後に進学のために内地へ帰国する者よりも、現地の学校に進学して現地で就職する者

の割合が高かった。

(7)就 いた職業

また、これまでに就いた職業を尋ねると、①

public schools , [Teacher ,housekeeperi

ISHOGAKKO KOCHO SENSED , [I taught in a

と教員に就いている者が比較的多い。バギオは、

今も狭い土地に多 くの大学があることに象徴されるように、教育熱心な土地柄である。なぜ教

育熱心であるのかについては今後の研究課題 としたいが、カ トリックの教義などとともに、戦

前の 日本の精神主義的 ・鍛練主義教育を受け入れやす い教育風土が存在したと考えられる。ま

た 、 ②

wife]

Ibusinessj , rnursei , (House wife, Businesswoman] の職 にあ った り、③ FHouse

「なし 家庭主婦 ボランチャの仕事」と回答 した者もいるが、④ 「日本で在 日米陸

軍司令部キャンプ座間」と書かれているものもあった。

(8)父 親 に つ い て

a.父 親 の 出 身 に つ いて は 、① 福 島 県3、 ② 和 歌 山 県 ・広 島 県 ・福 岡県 ・鹿 児 島県 各2、 ③

京 都 府 ・山 口県 各1で 、 移 民 県 と言 わ れ る と ころ が や は り多 い。 当初 は 、 山梨 県 も 多か った よ

うで あ る 。b.職 業 と し ては 、① 農 業7、 ② 大 工6、 ③ 鉱 業1と な っ て い て、 バ ギ オ にお け る

在 留 邦 人 の職 業 分 布 と相 似 して い る。c.父 親 が 、 バ ギ オ に来 た 時 の 年齢 は、①16歳 が4、 ②
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18歳 が2、 ③24歳 ・25歳 ・29歳 が 各1と な っ て い て 、 尋 常 小 学 校 卒 業 後 ま も な く し て 渡 航 して

い る こ と が 分 か る 。d.そ の 理 由 ・動 機 を 尋 ね る と 、 ① 「FORTHECONSTRUCTIONofKENHOM

ROAD」 、 「toworkinKennonRoad」 、 「toworkintheCannonRoad」 、rToopenKennen

Road」 、 「HelpedburiedKennonRoad」 、 「ToworkintheconstructionofKemonRoad」

と ベ ン ゲ ッ ト道 路 開 削 工 事 の 者 が 最 も 多 い 。 次 が 、 ② 「OHY舐USHOTO継IKO」 、 「toworkas

farmer」 と 野 菜 栽 培 で 、 ③ 「大 工 の 弟 子 と し て フ ィ リ ピ ン に 渡 り 、 少 しず つ 成 功 し 、 病 気 に な

っ た の で バ ギ オ の 涼 し い 所 で 住 む よ う に な っ た の で す 」 、 「キ コ リ 実 子 を 鹿 児 島 実 業 高 校 の

教 育 を さ せ る た め 」 、 そ し て 「storekeeper」 と な っ て い る 。

e.そ の 仕 事 に つ い て 、 ① 「大 変 う ま く い っ て い た 」6、 ② 「ま あ ま あ う ま く い っ て い た 」

3、 ③ 「あ ま り う ま く い っ て い な か っ た 」1、 ④ 「失 敗 で あ っ た 」1と し て お り 、 お お む ね 順

調 で あ っ た よ う で あ る 。f.そ の 理 由 に つ い て も 尋 ね た が 、 「よ く は た ら い て い た か ら 」 、 「

日本 の 大 工 さ ん は 仕 事 が き ち ん と し て い る の で ひ ょ う ば ん が よ か っ た か ら 」 、 「酌fatherwas

abletobesuccessfulinfar珊ni㎎ 」 、 「Hewasaconductorinabigcompanyherein

BaguioCity」 な ど と 回 答 さ れ て い る 。 日 本 人 の 勤 勉 さ ・器 用 さ ・信 頼 性 が 示 さ れ て い る 。

g.父 親 の 印 象 に つ い て は 、 「や さ し い 」 、 「鹿 児 島 武 士 で ほ こ り高 く 、 家 族 思 い で と て も

や さ し く 、 た た か れ た こ と が な か っ た 」 、 「kind,andsometimeheisdrinkharddrinki㎎

wine」 、 「Hewaskind.HeworkinKennonRd.」 、 「STRICTASTOCLEA煙1」INESS,MANNKRS,

WORKBE}猛VIOR」 「Hyfatherwasverystrictdisciplineandhardworki㎎andalsokind

andunderstandi㎎ 」 、 「1)kind&understanding2)industrious」 、 「verykind&very

strict」 、 「veryunderstanding,kindtous」 、 「Iwasjustalittlegirl,Icouldstill

remember.Hewasstrictintesachingwhichisgoodbutverykindandalwaysbringme

out」 、 「い つ も 正 直 で あ る こ と を 主 張 し 、 自 分 の こ と は 出 来 る だ け 自分 で す る こ と を い っ も

云 っ て い ま し た 。 で も 父 は と て も や さ し い 方 で し た 」 な ど と 記 述 さ れ て お り 、 厳 し い 申 に も や

さ し く 理 解 あ る 父 親 像 が 浮 か ん で く る 。

(9)母 親 に つ い て

母 親 の 、a.種 族 に つ い て は 、 ① イ ゴ ロ ッ ト ・イ バ 亡1イ(lbaloi)各3、 ② イ ロ カ ノ ・ボ ン

ト ッ ク 各2、 ③ タ ガ ロ グ ・カ ン カ ナ エ(Kankanae)各1と な っ て い て 多 様 で あ る が 、b.職 業

と し て は 、 ① 「HouseWife」 が6、 ② 「farmer」 が4、 ③ 「Storekeeper」 が1と な っ て い て

家 事 に 従 事 し て い る 場 合 が 多 い 。

b.母 親 の 印 象 を 聞 く と 、 「フ ィ リ ピ ン 人 で あ りな が ら も 日本 人 と よ く 交 わ り 、 日本 語 も 少
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し話 して い ま した 」 、 「や さ しい 」 、 IMy mother was very hard working and industrious.

She sent all of us sibling to colledge even as a sigle parent after our father 

repatriated to Japans , [She was a great mother. She raised us inspite of the 

ship(support us)j , [strictfull,kind,a good mother] , [responsible mother . , 

mother always busy working to feed family] , [She was kind,good worker and good

ciplinneri , Fgood mother, good cooking

was 

head-

[Good 

dis-

などと書かれていて、家族のために献身的に働

き、 日本 人 と も よ く交 わ り、子 ども に 対 し て は厳 し く もや さ しく支援 す る母 親像 が保 持 され て

いる 。 父 親 が 帰 国 後 も 、 一 家 を 支 え た 母 親 像 も 印 象 的 で あ る。

(10)き ょ うだ い に つ いて

人 数 と して は、 ①9名 ・6名 ・5名 が 各2、 ②12名 ・8名 ・7名 ・4名 が 各1と な って いて

多 い。

(11)家 庭 で の し つ け と学 校 で の訓 育

表3は 、 家 庭 で の しつ け につ い て の 回 答 結 果 を示 して い る。 各 々の 項 目に つ い て、 「大 変厳

しか った 」 ・ 「少 し厳 しか った 」 ・ 「どち ら で も な い」 ・ 「あ ま り厳 しくな か っ た」 ・ 「全 く

厳 し くな か っ た 」 の5段 階 で の 回答 を 求 め 、 そ の結 果 と して厳 しさの程 度 が 高か った と思 われ

る 順 に 並 べ た も の で あ る 。 また 表4は 、 同 じ項 目に つ いて 学校 の訓 育 と して は ど うで あ っ た の

か を 尋 ね 、 同 様 に 順 に 並 べ て い る 。 両 者 を比 較 しな が ら、 考 察 してみ よ う。

「家 庭 の しつ け 」 に お い て は 、 「親 孝 行 」 が 最 も 厳 し く しつ け られ た と して い る。 次 い で 「

神 様 へ の敬 い」 が 来 て い るが 、 こ この 「神 様 」 が 、 日本 の神 道 の神 か キ リス ト教 の神 か は 不 明

で あ る。 両 者 を区 別 して 聞 くべ き で あ った が 、 い ず れ にせ よ信仰 を重 ん じて い た こ とは確 か で

あ る 。3番 目に 「義 理 ・入 情 」 が あ り、 日本 的 人 間 関 係 へ の観 念 も しつ け られ て いた と見 られ

る が 、4番 目に 「天 皇 陛 下 へ の 忠 誠 」 が 来 て 、 相 当程 度 臣民 と しての しつ け もな され て い た と

見 る こ とが で き る 。 そ して 、 「日本 語 の 習 得 」 に な っ て いる が 、 「少 し厳 しか った 」 の 方が 「

大 変厳 しか う た 」 を上 回 っ て お り、 日本 語 は家 庭 で は 完 全 に は しつ け られ て いな か った こ と を

う か が わ せ る 。 次 の 「目上 の 人 に対 す る 礼 儀 」 に な る と、 「あ ま り厳 し くな か った 」 が3名 あ

り、 この 点 で は 少 し ゆ る ん で いた と 見 られ る。 そ して 、 「仲 間集 団 へ の忠 誠 」 とな っ て いる が 、

「仏 様 へ の 信 心 」 で は 、 「大 変 厳 しか っ た 」 が4名 いる が 、 「全 く厳 し くな か った 」 も3名 い

て 、仏 教 へ の 信 仰 は 各 家 庭 に お い て違 っ て いた こ と が 予 懇 さ れ る。

'また
、 「日本 的 行 儀 作 法(あ い さ つ正 座 な ど)」 に つ いて は、 「少 し厳 しか った 」 が最 も多

く 、 「あ ま リ厳 し くな か っ た 」 が 次 に 多 くて 、 それ ほ どに は しつ け られ て い なか った こと が分
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かる。最下位は、 「日本の食事」であった。食事についても、各家庭において様々な形態が見

られたようである。

表3家 庭でのしつけ

大変厳 しい 少し厳 しい どちらでも あ ま り 全く

①親孝行 7 2 1

②神様への敬 い 7 1 3

③義理 ・人情 6 3 1 1

④天皇陛下への忠誠 6 2 1 1

⑤日本語の習得 5 6 1 1

⑥ 目上の人に対する礼儀 5 3 1 3

⑦仲間集団への忠誠 4 4 2 1

⑧仏様への信心 4 2 1 3

⑨日本的行儀作法 3 5 4

⑩ 日本の食事 2 3 2 2

計 49 31 13 13 3

「学校の訓育」においては、 「天皇陛下への忠誠」が首位にある。臣民教育の徹底ぶ りが偲

ばれる。次が、 「日本語の習得」と 「日本的礼儀作法」である。学校での訓育らしい項 目であ

る。そ して、 「目上の人に対する礼儀」 ・ 「親孝行」 ・ 「義理 ・人情」と来て、 「神様への敬

い」 ・ 「仲間集団への忠誠」 ・ 「仏様への信心」などは相対的に下位にある。 「日本の食事」

が家庭と同様に最下位である。

両者を比較すると、家庭では 「親孝行」、学校では 「天皇陛下への忠誠」が首位にあること

が印象的である。また、日本語や 日本的礼儀作法は、学校の方が力を入れており、仏教への関

心や日本の食事 を保持す ることには、両者ともあまり力を入れていなかったことが想像できる

である。また、こうした項目において、学校の方が家庭 よりより厳しく訓育していたことも厳

しさの全体の比率を見ることによって予測できる。
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表4学 校での訓育

大変厳 しい 少 し厳 しい どちらでも あ ま り 全く

①天皇陛下への忠誠 8 1

②日本語の習得 8 1 1

②日本的行儀作法 8 1 1

④ 目上の人に対する礼儀 6 3 1

⑤親孝行 6 2 1

⑤義理 ・人情 s 2 1

⑦神様への敬い 5 3 1

⑧仲間集団への忠誠 5 2

⑨仏様への信心 4 2 2

⑩ 日本の食事 3 2 3 1

計 59 19 7 4 1

(12)家 庭環境

日本的な家庭環境を保持していたかどうかについては、表5に あるように、各々についてそ

の存否を尋ねた。

神棚があった家となかった家は半々であるが、しょうじやたたみ、仏壇や御真影、たたみは

殆どがなかったとしている。総 じてこのような意味での、日本的家庭環境は薄かったと言える。
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表5日 本的家庭環境

あ っ た なかった

①神棚 5 6

② しょうじ 2 9

③たたみ 2 10

④仏壇 1 7

④御真影 1 7

⑥ふす ま 0 9

計 11 48

(13)戦 争時の体験

そして、戦争時の体験 を尋ねている。 「日本側にもフィリピン側にもつけず、最後は兄がス

パイのようぎを受けたので、日本の兵隊さんとそかいしましたが、そこで母は即死、妹、弟は

重傷で後死亡」、 「戦争のため両親、弟、我が子、姉の子2人 死亡した」、 「山にはいってか

く れ た 」 、 [very hard Iife-no food, have to

 [We suffered from scarcity of food] 

 Food was scarce forwards the end of 

accepted to buy food] , [STAYING IN 

WHEN WAR BECAME HARDE R EVACUATION IN

start from nothing]  [very hard, no food]

 [We were in constant fear becouse of bombing . 

war. Later part of war Japanese money was not 

THE AIR RAID SHELTER DURING THE DAY AND LATER 

THE MOUNTAINSi,[Hide in a cave away from home]

などの記述が見 られた。肉親の死、食料不足、逃亡生活、スパイ容疑など筆舌に尽くしがたい

苦難を強いられている。

(14)全体的感想

全体的感想にも、 「二度 と戦争に合いた くない」、 「戦争前はみんな日本的な教育、行事が

行なわれ、みんな平和な楽 しい日本人町がありました。戦争さえなければきっと現在はフィリ

ピ ン も 平 和 な 国 で あ る か と思 っ て い ます 」 、

Japanese

that

language and I should have seen

was my wish before whenl was a girl

FIf theres no war I should

my father. I hanve not seen

have study

my father

also

and

と戦争の惨禍が語られている。戦争さえなければ
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と い う 思 い が 強 い 。 日 本 人 学 校 で の 教 育 に つ い て は 、 「1)everyyeartherewasう ん ど う か

いforustoparticipate2)everydaywehadaradioた い そ う3)ひ な ま つ り4)こ

い の ぼ り が あ り ま し た 」 と い う 楽 し い 思 い 出 も あ る が 、 「STRICTEDUCATION州DVERYDISCI-

PLINARY」 、 「WeapPreciatethedisciplinethatwasenforcedthatguidedusinour

laterlife」 、「WewellthankfulforlearninginJapaneseschoolforwearedisciplined

habit&character」 と い う よ う に 、 厳 し い 訓 育 を 感 謝 し て い る 。 後 の 生 活 に お い て よ か っ た

と 評 価 し て い る の で あ る 。

4.バ ギオ 日本人学校における教育の論理一混血二世教育を中心に一

(1)バ ギオにおける教育の論理

これまで、2.に おいて、バギオ日本人学校における混血二世の数の多さや教育方針として

の3つ の方向性(現 地志向 ・アジア志向 ・内地志向)に ついて論じ、3.に おいて、そうした

教育環境が実際に混血一二世にどのような影響を及ぼしたかについてアンケー ト調査の結果を分

析してきたが、こうした知見をもとにして、バギオをおおっていた教育の論理とそうした論理

が構築された事由をここで整理 しておきたい。

(1)まず 「邦人発展主義の論理」がある。2.に おいて教育理念に関して触れたが、一般的に

この名辞は、主として日本国内の人 口問題を解決すべく、一時的な出稼ぎではなく外国に定住

し、しかもその土地に現地化することなく日本精神を堅持した状態を保持することを意味し、

バギオにおいてもこの論理が最も大きな支柱を形成 した。学校設立の趣意が、 「邦人発展」の

見地から 「土人同様の状態」を憂慮 してのものであったことは前述 した通りである。ここでは、

混血二世をも 「邦人」と見なして、日本精神を体得させてそれを堅持し、現地に定着させるこ

とが企図される。ここには、現地志向 ・アジア志向 ・内地志向の3つ の教育理念における方向

性があったが、これらはバギオ日本人学校の教育の論理として基盤を成 したものである。

そして、少なからぬ 日本人児童生徒が進学のために帰国する中、戦時には現地に帰化する混

血二世に先兵 としての役割を付す事態も見られた。またこの論理は基本的に、相手国にとって

の 「発展」の意味を十分に顧慮することなく、自国中心的に発展を考える論理であリ、 「海外

発展」 ・ 「海外雄飛」などの名辞とともに日本の移民 ・移住政策の根幹を形成したものでもあ

った。

次が(2)「平等主義の論理」である。他の地域とは異なってバギオでは混血二世の比率が高く

〔2の、量的に 「純邦人児」がこれを圧倒することはできなかった。ここに児童生徒間にも 「平
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等主義の論理」が生み出され日常化する基礎があった。教育者が、公平性を期して差別を言明

しないという意味での 「平等主義の論理」をもつことは国の内外を問わず当然の前提であり、

フィリピン各地の日本人小学校においても、教育理念上 「平等主義」が唱えられ、教員はその

実践を徹底したが、しか し児童生徒同士では 「いじめ」もまた見られたのである。マニラなど

のように、銀行商社 と地元での商売などの 「上町」と 「下町」の階層区分があったところでは、

こうした 「いじめ」が出る比率が高かった。その点、バギオは、 「区分け」のしない差別意識

のない雰囲気が学校全体に漂 っていたフィリピン唯一の地域といっても過言ではない。先ほど

のアンケー トでも、いじめや差別は 「なかった」が、 日本では 「あった」と回答している。

篠崎軍蔵 ・第2代 バギオ日本人小学校校長は、混血二世の長所として、 「日本人としての自

覚強 し」 ・ 「比較的質朴純真である」 ・ 「強健なる身体を有する」 ・「純血児、混血児の融和

よし」 ・ 「闘争癖少なく反抗心薄し」 ・ 「暗記力(理 解によらぬ)強 し」 ・ 「嫉妬心割合に少

し」、短所として、 「推理、思考の念薄 し」 ・ 「緻密(綿 密)な る素質乏し」 ・「進取の気象

少 し」 ・ 「礼儀作法に無関心である」 ・ 「整理、整頓、清潔を欠く」 ・ 「意志発表の工夫少し」

・ 「注意集中の持続性乏 し」ということを挙げているが(25) 、 「純血児、混血児の融和よし」

が長所 となっている。

なぜ 「融和」が可能であったのか。この詳細な研究は今後の課題としたいが、独身の 日本人

が野菜栽培や金山の採掘などの第一次産業を生業として定着志向が強かったことと現地民族が

日本人 との結婚を歓迎 したことが何よりも大きい。ダバオでは、バゴボ族が沖縄県人との結婚

を忌避 したというが、沖縄県人が殆どいないバギオではこのようなこともなかったという意味

では、沖縄県人の比率の低さが 「融和」の一条件であったと見ることもできる。そ して先述の

早川豊平の言う、 「良い 日本人の比律賓人」を二世に期待するという現地への同化志向が父兄

に拡がっていたことも、 「融和」の基盤であった。

また、素質に対する評価があったことも作用 している。米田正武は記している。 「未開土人

との混血の結果は必ず しも悲観視する必要はない。何故ならば混血児の素質は、意外に良好だ

からである。即ち混血児指導の困難な問題 は、その素質の低級にあるのではなくして、その環

境の劣悪にあるのである。このことは日本人小学校に就学しているこれ等混血児の成績が大体

低学年に於いて著しく悪 く、上級にすすむにつれて次第に補われ、特に寄宿舎や下宿に収容さ

れ日本人的環境で成育 したものは卒業期に於いて、その知能に殆んど差がないと云うことによ

り証明することができる。」 〔26}

「意外に良好」という言葉が注意を引くが、 「低学年」においては日本語のためもあって成
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績が悪く、 「低学年に於 いてかかる混血児を多く有すれば有するだけ学校はその指導標準のレ

ベルを低下せしめなければならない。このために一般在留民子弟の教育能率がある程度阻害さ

れることは当然で、現在之を調節する為めに混血児はその就学を遅らすと云う策が用いられて

いる。マニラの日本語学校がかかる児童 を収容 し小学校入学前に若干の準備教育を施しつつあ

ることは、極めて適切な処置と云うことが出来よう」 〔27)ともしている。

いずれにせよ、この定着志向が進学や教育課程における(3)「現地主義の論理」を導く。マニ

ラのように内地での進学のために帰国するよ りは、現地のハイ ・スクールそして大学へと進学

する児童生徒がバギオには多い。表6は 、昭和15(1940)年 当時の、バギオ日本人小学校卒業

生の同窓会会員の動向であるが、進学の点でも就職 ・在住の点でも圧倒的にバギオそしてマニ

ラの現地が多い。このことから、小学校3年 生か らの英語の時間が充実したこととともに、 「

純邦人児」の内地への帰国が抑制されたということもある(28)。

そして、この現地主義は 「高等科」の設置を促 し、そのための予算措置を伴うこととなる。

昭和8(1933)年3月21日 付の、在マニラ総領事木村惇から外務大臣伯爵内田康哉宛て 「在バ

ギオ日本人小学校二高等科設置方ノ件」には、次のように述べられている。

「従来当管下各地日本人小学校ノ施設並一般教育方針二関シテハ本省ノ御訓令二基キ着々其

ノ効績 ヲ挙クルニ努メ来 レル トコロ各地在住就学児童ノ増加進級二伴イ万全ヲ帰スルヲ得サル

次第バー般在留民 ノ常二苦痛 トスルモノノ如ク又学校当事者モ共二遺憾 トスル トコロナリ然ル

ニ今般在バギオ早川日本人会長ヨリ尋常科修業者 ノ切実ナル要求二籍ラレ其等児童ノ内地若ハ

マニラヘノ就学ハ経費其他 ノ関係上到底不可能事ナル趣 ヲ以テ別紙ノ通リ同会経営二係ル 日本

入小学校二高等科(修 学二年)設 置認可方申請ノ次第有之右ハ各当事者並一般在留民 トシテ将

来海外二雄飛セ ントスル第二世ノ修学二付常二関心ヲ有スルハ当然ノ事理ナルヘシト思考セラ

ルルニ付文部当局 トモ可然御協議ノ上右申請二対シ御許可方御取計相成様致度此段稟申ス」

高等科を設けるか否かについては、多 くの者が進学のために、また 「内地の風にあたる」た

め帰国するような場合にその必要性は低くなるが、児童生徒数が増えて現地で生活する者が多

くなると、せめて高等科でもという親の意思からその必要性が高まる。そして、バギオのよう

に現地のハイスクールなどへの進学の場合に、よ り多 くの課程を求める声が強くなるのである。

実際、この高等科は同年3月6日 付で認可され、英語の時間が週16時 間と断然多くなっている。

また、畑野三郎が代痢教員として採用されることにな り、校舎もこれを機に新築されることに

なる。
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表6バ ギオ日本人学校卒業生の進路

男 女 男 女

現地の小学校 3 4 日本の高等女学校 0 4

セ ン トル イ ス ・ス ク ー ル 10 0 日本の高等女学校補習科 0 1

現地のハイスクール 3 2 日本の高等商業学校 1 0

現地のカレッジ 0 1 日本の専門学校 1 0

ツリニダー ド農業学校 0 3 日本の工業学校 1 0

小計 16 10 小計 3 5

バギオ市在住 7 8 日本の商社に就職 1 1

ツ リニ ダ ー ド 9 15 日本の陸軍関係勤務 1 0

バ ギ オ ・ゴ ー ル ・ミル 0 2 日本の小学校に勤務 0 1

その他に在住 9 7 日本に在住 1 6

小計 25 32 小計 3 8

フィリピンの大学へ進学 1 0 満州国奉天に在住 1 0

マニラ市在住 3 5

小計 4 5 小計' 1 0

死亡 1 1

不明 10 8

(前掲、『松 籟 」の 「会員名簿」[74～77頁]に より作成。)

また、学年暦にも 「現地主義の論理」が顔を出す。昭和14(1929)年7月25日 に、バギオ日

本人会長 ・早川豊平が在マニラ総領事代理 ・木原次太郎に宛てた 「在外指定バギオ 日本人小学

校学年度変更願」によると、毎年1月1日 に始 まり12月31日 に終わる現行の学年暦を、4,月1

日に始まり3月31日 に終わるように変更 したい旨の願いが出されている。

もともと本校では、開校当初より4月1日 か ら3月31日 までの学年暦にしていたのを、昭和
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9(1924)年1月 に変更した経緯がある。その時の理由は、第1に マニラ日本人小学校 との連

携のためであった。 「当時マニラ日本人小学校ヨリ可成多数ノ転入学児童ヲ受付且本小学校ヨ

リモ多数ノ転出児童アリテ本小学校 トシテモ マニラ日本人小学校同様二学年度ヲ変更スル必

要アリシナ リ」。開校当初は、マニラとバギオ間の邦人の行き来が多く、子どももこれに伴っ

て行き来が多かったことが、マニラの学年暦に合わせる結果となった。理由の第2と して、 「

勉学 ノタメ帰国スルモノノ便宜ヲ図リ学年度変更 ノ必要アリタリ」とあるように、12月31日 に

早 目に学年を終わっておけば、日本での進学の4月 までの3カ 月間にその準備ができるという

利点があった。

しかし現状は、 「鉱山景気一段落ヲ告ゲ大工等 ノ移住者ナク従ツテ転出入学者最近二到リテ

殆 ドナシ」の状況にあ り、中等学校入学を目的として帰国する者も 「尋常科ヲ卒業ノ上直チニ

進学セシ者ハ極メテ僅少ナリ高等科ニテ勉学ノ上進学セルモノ大部分」となって、3カ 月早く

帰国する意味が薄 くなったことを述べている。そ して、もし帰国目的ならば 「五年ノ末期六年

ノ初期ニハ帰国スルガ最上ナラン」としている。高等科までここで学修すれば、すぐに帰国 し

ても対応できるし、本当に進学を考えるなら1年 くらい早 目に帰国する方がよいというのであ

る。本校6年 生を12月 に卒業してしまえば、帰国 しても編入できないが、途中で帰国すれば編

入も可能ということも述べている。

そ して、従来の1月 入学の欠点として、次のことを挙げている。①就学年齢が3カ 月早いた

めに児童に負担であること、② 日本の教科書を使っていることもあり、教材の理解に児童が苦

しむこと、③教科書が改訂されると1年 遅れたものを使うことになること、④教師用の教育雑

誌との連絡が悪いこと、⑤児童の課外読み物が教科書の説明付きになっていて対応関係にある

ので、この読み物の利用ができないこと、そして⑥現地の学校へ進学するのに期間が開き過ぎ

ることである。

特に⑥については、 「本小学校卒業児童中比島小学校へ進学スルモノハ本校卒業後六月ノ始

学年マデハ入学不能ニシテ実際問題 トシテ学校生活ノ雰囲気ヲ忘レ放均ナル生活二入ル恐レァ

リ。変更セバ四 ・五両月ハ比島小学校ノ休暇ナル故に六月ヨリ直チニ入学出来期間二於テ三カ

月不学習ノ時期ヲ救 ヒ得ベシ」としており、現地に進学する児童生徒の 「放塀ナル生活二入ル

恐レ」を取 り除けるとの意図が了解できるのである。

しか し、この学年暦で見せた 「現地主義の論理」は、融育内容にまでは及ばなかった。わず

かに英語の重視とはなったが、他の教科においてフィリピンの、バギオの言語や地理 ・歴史、

理科などを教えることはなかった。今日言うところの現地理解教育 ・多文化教育は念頭になか
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った。②の 「平等主義」は、教育内容にまでは至らなかったのであり、このことは、 「単一文

化主義の論理」とでも表現 されよう。

(4、)「単一文化主義の論理」は、国の内外を問わず近代日本教育の骨格を成 したものである。

その粋は、教育勅語を柱とする臣民教育にあったが、戦時においてこの"単 一性"は 極度の凝

集力を示す。外国 ・外地において、あくまで日本国内の教科書を用いて臣民教育の実を挙げる

ことが 「発展」の要件であったことは、(1)の 「邦人発展の論理」で論 じたが、教育内容におい

ても、環境の異なる海外の児童生徒に国内の教科書を用いることとし、 「修身」に代表される

道徳 ・訓育の徳 目においても日本式の言動様式との一致 を前提とした。アンケー ト調査におい

ても、 「discipline」 の徹底ぶりが多く記載されていたが、教員の 「ビンタ」に辟易 したこと

も述べられていた。 「単一文化主義の論理」は、鍛練主義教育と深く連動 していたのである。

あれかこれかではな く、一点集中的に体得させるのが、遅れて近代化を遂行しなければならず、

戦時をも想定しなければならない近代日本国民教育の宿命でもあった。

児童生徒の作文から、この徹底ぶりを垣間見よう。最初は、 「恩を感 じて」と題する谷水清

二の作文である。 「ああ、我々は、君の恩、親の恩、師の恩、且又日本人会の恩、四ツの恩を

身に受けていることを思うと何 としてもこの鴻恩に答えんやと考えざるを得ません。(中 略)

その昔は、あの旧校舎で、先生方をいろいろ困らせたことを今更の様思い出されます。文字通

りのいたず らっ児で、片言混 りの日本語、殆 どは土人語でやったものでした。この何もわから

ない者を、六ケ年の中に、すっかり見違えるような日本人となし、日本から来た人々の中に伍

して、何等遜色のないまでに教育 していただいたその御恩は、筆舌では尽くせないところであ

ります。」(28)

混血二世 自ら 「土人語」と称 し、 「見違えるような日本人」 ・「何等遜色のない」人間にし

ていただいたことに恩義を感じている。半分自らのものである言語と文化を奪われたことに対

する不満は微塵もない。

寺岡捷も 「比島第二世の心構」として次のように綴 っている。 「私達は日本に於ける人と変

りなくここの日本人小学校で立派な 日本の教育を受けたのである。即ち、六箇年或は八箇年、

日本人精神の養成に懸命 となり今 日では大体此の大和魂なるものの観念は把握している積 りで

ある。いざ国家の一大事 となれば生命をも投げだす という祖国愛を持っている。親は両親そろ

ってか又は一方が日本人である、その子 としての私どもは立派な日本人の血を受けついでいる

ことは何の疑いもない。従って我々は第二世 としての日本人として特異な眼を以て見られるに

は当らないと思う。しか しここに我々第二世 として考えなければならない大事なことがある。
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それは血は日本人の血を継承 し、六ケ年乃至八ケ年の 日本教育を受けたとは言え、卒業後の生

活の変動と環境の影響によって年々退歩して行ったなれば、折角の苦心も水泡に帰することに

なり、ひいては日本人会の方々の好意による日本人小学校の経営をして無に近からしめること

になる。(中 略)今 後如何に して民族の発展をせんとするか。それには私達は将来此の比律賓

に帰化 して、第一世の方々の成 し得なかった事業を完成することにあるのではなかろうか。「

日本精神を失わぬ比律賓人となれ。 』これが我々第二世に与えられた大使命を果す活路ではな

かろうか。」(29〕

「日本人精神」を失うことは 「退歩」であるとし、フィリピンに帰化 して 「日本精神を失わ

ぬフィリピン人」になることこそが、民族の発展であると認識している。

こうした日本式教育の絶対視は、次のような作文を生み出す。 「入学当時は生徒の半分以上

は跣足で通学した。学校の規律がやかましくなって靴を履くようになってからも、跣足の習慣

がなかなかぬけず、学校の行き帰 りには腰に靴をぶらさげて歩いたものだ。其の頃の格好たる

や、さぞ滑稽だった事であろう。三年生の頃までは日本語より土人語の方に通じて居たもので、

先生の居ない所では土入語で盛んにベチャクチャ喋 ったものだ。然し年と共に日本語が自由に

話せるようになってか らは、妙なもので、土人語を使うと級友の者から軽蔑されるので、誰も

土人語で話をする者は居なくなった。」(30)

日本語が現地語よ りも優位にな り、現地語が軽蔑されるに至っている。混血児童に対する差

別はなかったもものの、言語 ・文化的には差別があった。にもかかわらず、日本側からは 「融

和」が評価され、現地側からは 「差別がなかった」との認識が得られたのは何故か。

日本側には、 「日本精神」や 日本の教科内容が絶対視されており、学校教育の整備そのもの

が近代化を早 く成 し遂げた日本の優位を示 し得るものであった。そうした落差を前提にして、

混血二世は半分の日本的なるものに優位を与え、この日本式教育に同調することが 「誇り」と

もなったのである。それに支えられて、 「単一文化主義の論理」は、 「純邦人児」と 「混血児」

の両者に深 く浸透 し、現地的なるものの平等性を主張する論理を浮上させなかったのである。

その意味で、 「単一文化主義の論理」は当時の時代性に保護されつつも、一皮むけば相互の対

立を屹立させる契機を内包していたと言えよう。

(2)ダ バオとの比較

以上、バギオ日本人学校における特に混血二世教育に存在した論理 として、 「邦人発展主義

の論理」 ・ 「平等主義の論理」 ・ 「現地主義の論理」 ・ 「単一文化主義の論理」を指摘 したが、

最後に、ダバオにおける混血二世教育問題 との比較を通 して、バギオの特徴をさらに考察 した
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いと思う。

「 ダバオ邦人開拓史 」(蒲 原廣二著、昭和12年)の 中で、当時の本重義敬 ・マナンブラン日

本人小学校校長は、次のように 「混血児の問題」を述べている。

「ダバオ在留邦人に して比島婦人 と雑婚せる者約三百人、その子弟が一千人あると言われて

いる。その中日本人学校に就学せる者は約二百名に近 く、ダバオ邦人小学校の何れの学校にも

かかる児童の在学せざるものはない。その歩合は普通一割乃至二割多きに至っては五割以上に

及ぶものすらある。ここに於て小学校教育の実際も此の問題を等閑しては到底その効果を期す

る事は出来ない事情にあるのである。」(3D

ダバオの学校別混血児数 と比率については、註(24)の 表に示しているが、ダバオにおいて

も混血二世教育は、重要な教育課題の一つであった。 「結婚」ではなく、 「雑婚」という言葉

を用いているのが印象的である。

また本重は、 「同じ雑婚混血といっても比人の種族に依って自ら異なっている。雑婚の対象

はダバオに於てはピサヤ、バゴボ其の他であるが、ピサヤは相当に文化程度は高いけれども男

女間の習慣が邦人と異なる為め比較的に少い。バゴボ族は前者に比して文化程度低く未開入種

であるが、その習慣が邦人に近い為め此の種族との雑婚が一番多い。従って混血児は此の種族

との間に出来たものが一番多く、混血児の問題も殆ん どこの範囲に限定 しても大差はないので

ある」(32}と している。

現地の種族 との結婚には、 「文化程度」と 「習慣」が規定要因になるとの見方であるが、ダ

バオではバゴボ族 との結婚が多かった。ここには麻栽培 を生業とした日本人が、妻名義の土地

を目当てにしてバゴボ族 と結婚するという事情があったが、その点、商売や出稼ぎで渡ってく

るピサヤとの結婚は少なかった。このバゴボ族とは、 「文化程度」が低いが 「習慣」が近いと

している。習慣についての具体的な記述はないが、この 「文化程度」の低さ ・「生活レベル」

の低さを日本人はこれを甘受しなければならなかったとする。そしてそうした結婚が増加する

にしたがって、教育問題に悩むようになった と次のように記している。

「邦人たる父は日本人生活のレベルを目標 とし、子弟の教育は是非共日本人の一般レベルに

達せ しめたい悲壮な決心 をなしたのである。然 しこれには非常に大きなハンディキャップが付

せられていた。日常生活の低きは未だしも、その子弟の教育の根本をなす両親たる父と母の理

想の差異である。父としては日本人の血を受けた子弟が 日本人の教育を完全に受容し得ない道

理はない。受容し得ないのは努力が至らぬか らであるという信念が動かない。所が母になると

其の見解が異なるのである。母は「我が子として将来を頼みとするには日本教育を受けしむる
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事は自らの孤立を招 く所以である 』と。よしんば仮に之を諒として邦人小学校に入学せしめて

も、日常の勉学の状態は父親が常に積極的に之を奨励するに反し、母親は之を遮らんとする傾

向にある。此の母の態度は知的にも訓育的にも学校教育の支障を招来する結果 となっているの

である」(33)父 親は 「日本人の一般 レベル」に達するための日本教育を望み、母親は日本教

育は自らの孤立を招くと消極的ないし反対であるというのである。バギオにおいては、こうし

た乖離はあまり見られなかった。それはやはり、バギオの定住志向のためであったと見ること

ができる。ダバオでは、父親は一儲けすれば日本へ帰国しようとしており、子どもには日本で

の進学を考えていたわけである。また、 「文化程度」も影響していたと考えられる。バギオの

ように、敬凄なカ トリックの信者であったイゴロット族 ・イロカノ族は、教育熱も高く、しつ

けの面でも厳 しかったが、そうしたものがバゴボ族には欠けていたのではないか。

また、次のようにも述べられている。 「混血児指導の困難な問題は言葉の問題、生活様式の

差、殊に訓育方面に於ての雑点等枚挙にいとまがない。かかる児童を多く有すれば有する程、

学校は其の指導標準の レベルを低下せ しめなければならないのである。これが為めには一般在

留民子弟教育の能率の上では一致を欠 く点が生 じて来ることは止むを得ない。現在では之を調

節する為めに混血児は就学を後れさせているが、同一の扱いをなす事は時の経過と共に不可能

なる事は必然であって、早晩問題を招来せしめる事は明かである。然らば此の問題を如何に解

決するか、 目下の処最も実情 に則 したる理想案はない。(中 略)例 えば寄宿舎を有する学校は

特に之等混血児を寄宿舎に収容して日本的生活訓練を施し、日本精神を体得せ しむるようにす

る事などである。又その母方の指導は子弟教育に対する熱意を以て之を導き、之を日本化する

以外にはない。」(34}

学校教育における 「指導標準のレベル」の低下は免れないとし、目下は学年を下げて対応 し

ているとする。そして対策 としては、寄宿舎における日本的生活訓練もあるが、結局、母親を

「日本化」する以外にないと主張 している。本重 自身、 「単一文化主義の論理」の真っ只中に

いたことを示す言説と言えよう。

また、本重も 「邦人発展主義の論理」によって、 「混血児の第二世こそダバオ邦人の権益擁

護の第一線に立つべく帰化権 をな し得る者である。而も現在の獲得者四名は全部この混血児で

ある事を銘記すべきである」(35}と 力説 している。 日本精神を堅持した者の定着こそが、 「発

展」であったのである。

ダバオは麻栽培を中心として、いわば"日 本人村"を 形成 した地域であったが、バギオに見

られた① 「邦人発展主義の論理」、② 「平等主義の論理」、③ 「現地主義の論理」、④ 「単一
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文化主義の論理」は、ダバオにおいては、① 「邦人発展主義の論理」と④ 「単一文化主義の論

理」は共通であ り、② 「平等主義の論理」についてはあてはまらなくて差別が存在し、③ 「現

地主義の論理」についてもあまり考慮されなかったと考えられる。

他のフィリピンにおける地域ではどうであったのか。また他の南洋 ・南方地域では、この論

理の存否はどうであったのか。他の特有の論理が存在 したのか。これらについては、今後の課

題としたい。

以上、本章では、主としてフィリピンを射程において、 「南方関与」の多重性を示すととも

に、特に教育の論理に関 して、バギオ 日本人小学校の混血二世教育を中心にして論 じてきた。

ここに一応の報告の責務を果たして、より一層の研究が必要であるとの思いが強い。

「多重性」と教育の論理との関係、特に沖縄県人子弟教育に脈打つ論理については、本稿に

収めることができなかった。他 日を期したい。また、政治 ・外交、軍事、経済、文化などと教

育との絡みにおける論理の追究や日本人学校における 「牧歌的」雰囲気の中の論理等も今後の

研究課題 としたいと考える。このような意味で、本稿は、 「南方関与の論理」というレンズを

通して戦前の在外子弟教育の性格 を研究する機会を与えられた論考であリ、南方関与研究の進

捗に少 しでも貢献できれば、これほど嬉しいことはない。

注

(1)現 在の東南アジア地域の呼称については、拙稿 「『南洋 」・『南方 』概念について」文

部省科学研究費補助金重点領域研究 「総合的地域研究」編「総合的地域研究一世界と地域

の共存 』第11号 、1995、「11～21頁参照。本稿では、 「南洋」 ・ 「南方」という呼称を代表

的に適宜用いる。

(2)拙 稿 「マニラ日本人学校の社会的性格」『龍谷大学論集 」第424号 、1984、 「戦前のマ

ニラ日本入小学校の教育理念」『国際教育研究 」第5号 、東京学芸大学海外子女教育セン

ター、1984、 「戦前のダバオにおける日本人学校の研究」『龍谷大学論集 』第436号 、1990

「フィリピン ・ダバオの日本人学校児童生徒の戦争体験」『新沖縄文学 』84号、1990など。

(3)村 川庸子 ・粂井輝子『 日米戦時交換船 ・戦後送還船 「帰国」者に関する基礎的研究一日

系アメリカ人の歴史の視点から 』トヨタ財団助成研究報告書、1992、107頁 。

(4)同 上、105～107頁 。

(5)(6)(7)同 上、105頁 。
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(8)同 上 、107頁 。

(9)早 瀬 晋 三『 フ ィ リ ピ ン行 き渡 航 者 調 査(1901～39年)一 外務 省 外 交 史 料館 文 書 「海 外 渡

航 者 名 簿 」 よ り 」(「 総 合 的地 域 研 究 」 成 果 報 告 書 シ リー ズNo.a)、 文 部 省 科 研重 点 領

域 研 究 「総 合 的 地 域 研 究 」 総 括 班 ・公 募 研 究 班 「南 方関 与 の論 理 」 、1995、135～138頁 参

照 。

(10)志 村 秀 吉 編 『 邦 人 発 展 四 十周 年 記 念 人 名鑑 』1940、61頁 参 照 。

(11)早 川 豊 平 「所 感 」 在 外 指 定 バ ギ オ 日本 人 小 学 校 編 『 とき は 』1940、18頁 。

(12)(13)同 上 、18～19頁 。

(14)同 上 、19～20頁 。

(15)(16)富 田 久 二 「発 刊 を祝 して 」 、 同 上 雑 誌 、22頁 。

(17)同 上 、23頁 。

(18)同 上 、24～25頁 。

(19)同 上 、26頁 。

(20)村 井 熊 雄 「祝 発=刊」 富 田紫 風 編『 松 籟 』バ ギ オ 日本 人 小 学校 同窓 会 、1940、5頁 。

(21)同 上 、6～7頁 。

(22)同 上 、7頁 。

(23)本 ア ンケ ー ト調 査 につ い て は 、 寺 岡 マ リエ 様 に こ れ ら の方 々に一 堂 に会 して い ただ くお

世 話 を賜 わ った 。 また 、 日本 語 の み の ア ンケ ー トで あ った た め 、通 訳 も寺 岡様 に して いた

だ い た 。 貴 重 な 資料 も 見 せ て い た だ き 、 こ こ に厚 く お礼 を 申 し上 げ ます 。 ま た 、寺 岡 様 の

兄 上 様 の 寺 岡 カ ル ロ ス 様 に は 当 時 の お 話 を して い た だ き、 長 岡良 男 様 と尾辻 ヨシ様 に も 、

当時 の お 話 を して いた だ く と とも に 、 資 料 蒐 集 で も お世 話 にな りま した 。深 謝 致 します 。

(24)米 田 正 武 「在 比 島 邦 人 子 弟 の 学校 教 育 に 関 す る.調査 」『 拓殖 奨 励 館 季報 』第1巻 第4号

昭 和15年2月 に よれ ば 、 当時 の 学 校 別 混 血 児 童 就 学 状 況 は 次 の表 の 通 りであ る。
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表 学校別混血児童就学状況

学校名 生徒総数 混血児数 比率

マニラ日本人小学校 700名 63名 9.00%

セブ日本人小学校 43 13 30.27

イロイロ日本人小学校 63 24 38.09

ダバオ日本人小学校 275 30 10.91

ミンタル日本人小学校 296 is 6.08

カ リナン日本人小学校 350 16 4.57

マナンブラン日本人小学校 131 17 12.97

バヤバス日本人小学校 133 11 8.27

ダリヤオン日本人小学校 228 14 6.13

トンカラン日本人小学校 99 13 13.13

バンカス日本人小学校 36 8 22.22

カテガン日本人小学校 76 13 17.10

ディゴス日本人小学校 104 42 40.38

ワガン日本人小学校 86 26 30.23

(25)「 在 外 指 定 バ ギオ 日本 人 小 学 校 」 、 前 掲 、「 比 律 賓年 鑑 』(昭 和12度 版)、392頁 参 照 。

ダバ オ 日本 人 学 校 以 下 は 、 ミ ンダ ナ オ 島 に 存 在 した 学校 であ る。 この 中で は デ ィ ゴス の40

%が 最 高 で あ る が 、 バ ギ オ に は 及 ば な い。

(26)同 上 、175頁 。

(27)青 柳 智 子 様 に よ れ ば 、 前 日 ま で帰 国 の 用 意 を し て お きな が ら、 親 の 気持 ち を察 して 当 日

に 帰 国 を諦 め る こ と も あ り、 帰 国 を断 念 した こ と が3度 も あ った と い う。

(28)前 掲 、『 松 籟 』、33～34頁 。
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(29)同 上 、37～38頁 。

(30)塚 本 勇 「少 年 時 代 の 偲 び 」 、 同 上 、41頁 。

(31)本 重 義 敬 「ダ バ オ 邦 人 二 世 教 育 問 題 の 一 端 を 語 る」 、 前掲 、『 ダバ オ 邦 人開 拓 史 』670

～671頁 。

(32)同 上 、671頁 。

(33)同 上 、671～672頁 。

(34)同 上 、672頁 。

(35)同 上 、673頁 。
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日本のフィリピン関与関係年表

1888(明 治21)12。29

1889(明 治22)4.25

1891(囎 治24)

1893(明 治26)9.13

1895(晩 治28)4.

1896(明 治29)8.

1898(明 治31)4.

1901(明 治34)4.

1903(明 治36)1.

2

4

7

10.16

10.25

1904(明 治37)2.20

4

9

1905(明 治38)1.

マ ニ ラ に 帝 国 領 事 館 開設

菅 沼 貞 風「 新 日本 図 南 の 夢 』(原 稿)

菅 沼 貞 風 、 マ ニ ラ上 陸 。7.6客 死

日本 郵 船 の マ ニ ラ線 が 定 期 航 路 化

マ ニ ラ領 事 館 書 記 生 ・鈴 木 成 章 、 パ ンパ ンガ 州 に 日本 人移 民 受 け入 れ

の た め の 調 査

田 川 森 太 郎 、 イ ロ イ ロ に 渡 る

マ ニ ラ領 事 館 一 時 閉 鎖(明 治29年10月 ま で)

日清 講 和 条 約(下 関 条 約)で 台 湾 を領 有

フ ィ リ ピ ン独 立 戦 争 勃 発

ア メ リカ 、フ ィ リ ピ ン を領 有 し移 民 条例 を実 施 。一 切 の契 約 移 民 を中 止

マ ニ ラ に 日本 入 会設 立

三 井 物 産 マ ニ ラ支 店 開 設

日本 政 府 、 フ ィ リ ピ ン行 き 自 由 移 民 の取 り扱 い を許 可 。 フ ィ リピ ン政

府 代 表 ケ ノン 少佐 と神 戸 渡 航 合 資 会社 との 聞 に移 民 に 関 す る契 約 が

と り交 わ さ れ る

曹 洞宗 布 教 使 ・遠藤 龍 眠 、 イ ン ドか ら の 帰 途 マ ニ ラに 立 ち 寄 っ て開 教

須 田 良 輔(鹿 児 島 県 人)、30名 を引 率 して ダ バ オ に 移 民 。 ラパ ン ダ イ

の ア ワ ド氏 耕 地 に 農 業 労 働 者 と し て入 る

岩 田芳 人 ら 、 マ ニ ラ 市 内 よ り 日本 人 労 働 者35名 を募 集 し、ベ ン ゲ ッ ト

工 事 現 場 へ 送 る

東 洋 汽 船 会 社 の 香 港 丸 で 、 フ ィ リ ピ ン第1回 移 民125名 が マ ニ ラ に 入

港 。 ベ ン ゲ ッ トに 上 る

フ ィ リ ピ ン第2回 移 民166名 、マ ニ ラ 入 港

こ の 年 、 ベ ン ゲ ッ ト道 路 ・ナ ギ リア ン道 路 兵 舎 建 築 な どのた め1,470

名 が 帝 国 殖 民 会社 ・海 外 渡 航 会 社 そ の他 の 移 民 会社 に よ って 渡 比

大 城 孝 蔵 、 移民 地 視 察 の た め マ ニ ラ に 出 発(沖 縄 県 国 頭郡 よ り500名

の マ ニ ラ移 民 志 望 者)

帝 国 植 民 合 資 会 社 の 業 務 代 理 人 ・当 山 久 三 の 取 り扱 いに よ り、 ベ ン ゲ

ッ ト道 路 開 削工 事 の た め に111名 が 大 城 孝蔵 監 督 の も と、 沖縄 県 初

の 移 民 と して マ ニ ラに 渡 る 。 この 年 総 数360名 が移 民

太 田 恭 三 郎 ・柳 原 隆 人 ・大 城 孝 蔵 ・井 上 直 太 郎 ・諸 隈弥 策 等 が 、 ベ ン

ゲ ッ ト道 路 工 事 完 成 に 先 立 っ こ と4カ 月 、180名 の移 民 を先 発隊 と

して ダバ オ へ 送 り込 む

こ の 年 、 ベ ンゲ ッ ト道 路 ・ナ ギ リア ン道 路 兵 舎 建 築 な どの ため1,626

名 が 帝 国 殖 民 会 社 ・海 外 渡 航 会 社 そ の 他 の 移 民 会 社 に よ っ て渡 比

太 田 恭 三 郎 等 、 さ らに 第2回 ダ バ オ 転 航 移 民100名 を移 送 。 沖縄 移 民

の 総 監 督 と して 大 城 孝 蔵 が 来 ダ
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1

3

5.25

7.

1905(明 治40)5.

1908(明 治41)

1910(明 治43)9.

1911(明 治44)

1914(大 正3)7.

8.24

10.

1915(大 正4)4.

9.

1916(大 正5)1.1

7.

il.

1917(大 正6)2.9

7.1

8.13

10.

11.

1918(大 正7)2.11

2.14

3.

4.7

5.

6.23

ベンゲッ ト道路開通

糸満遠洋漁業会社、農商務省の援助を受けて発足。台湾 ・フィリピン

にも遠洋し、水産物を南清へ直輸出することを目的とする

曹洞宗布教使 ・遠藤龍眠、南天寺創立。フィリピンにおける最初の仏

教寺院

太田恭三郎、さらに70名 を引率 してダバオ開発に従事

太田恭三郎、大城孝蔵等と協力 して太田興業株式会社創立

大城孝蔵、日本入としてはじめてバゴのジャングルを開拓して麻栽培

に従事

太田興業株式会社、福島 ・沖縄両県よリ移民を募集

金城某が、追込み漁法でマニラに渡航

スルー日本人会設立

邦人三会社(ミ ンダナオ農商 ・カタルナン農業 ・南ミンダナオ興業)

設立

第一次世界大戦勃発

青山龍吉、マニラ日本人商工会を組織

日本、南洋群島を領有

マニラ日本人総代会結成

ダバオに古川拓殖株式会社設立

セブ日本人会設立

ダバオに沖縄県人会設立

マニラ日本人商工会、『商工会記事 』発刊

マニラにミイタナオ倶楽部結成

発起人の頭文字 ミ(三 井)・ イ(伊 藤)・ タ(田 川)・ ナ(栖 崎)

オ(太 田および小倉)

3月 よりブラジル移民の募集にあた り、沖縄県のみ除外されんとする

事情があったが、 「県当局も今後移民に対し充分訓戒方尽力ある旨

を以て」、一両日中に募集の決定。(「 琉球新報 』)

マニラ日本人小学校初代校長に村松卯助が任ぜ られる

マニラ日本人小学校、児童24名 を収容して授業開始

太田恭三郎死去(享 年42歳)

マニラの「商工会記事 」、「商工新報 」と改称

マニラ市にパコ実業組合設立

マニラ日本人小学校、在外指定の認可を受ける

横浜正金銀行マニラ支店開設

ダバオ日本入会が設立される。初代会長 ・大城孝蔵

曹洞宗布教使 ・東賢隆、ダバオ市に開南禅寺創設

本派本願寺初代布教使 ・原田慶満、マニラに駐在。直ちに仮布教場開

設。青山龍吉 ・玉田銀三郎らの協力を得て馬尼刺仏教婦人会結成

ダパオにおける邦人麻栽培会社、40有 余社に至 り、所有および租借地
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1919(大 正8)1.

2.

5.6

5.29

7.13

10.31

1920(大 正9)1.1

3.

3.6

5.

10.

10.

12.

1921(大 正10)1.26

2.

4.23

7.3

9.

1923(大 正12)7.8

1924(大 正13)1.1

1.

1.26

4.21

7.

7.

面 積3万2千 余 町 歩 と な る

マ ニ ラ に 福 島 県 人 交 友 会成 立

ダバ オ 日本 人 栽 培 協 会創 立

ミ イ タ ナ オ 倶 楽 部 、 日本 倶 楽 部JapanClubと 改 名

マ ニ ラ領 事 館 は総 領 事 館 に 昇 格

ダバ オ 日本 入 会 定 期 評 議 会 に お い て 、 柳 原 会 長 よ り学 校 設 立 に つ いて

一 同 に 諮 り
、 満 場 之 を 諒 と し、 大森 四 郎 以下4名 を委 員 と して 調 査

立 案 に 当 た ら しむ 。

イ ロ イ ロ 日本 人 会設 立

マ ニ ラ 市 に 日本 入 氷 屋 連 合 組 合 設 立

フ ィ リ ピ ン議 会 で土 地 法 公 布 。 外 国 人 は新 た に 官 有地 の 租 借 また は 払

下 げ を 受 け る こ と が で き な く な る

第 一 次 不 況 時 代 にな リ、 日本 人 は 多 数 帰 国 ・転 住 。 しか し、 沖縄 県 人

は よ く留 ま る

バ ギ オ 日本 人 会 設 立

マ ニ ラ 本 願 寺 仏 教 会 、 英 語 夜 学 校 を開 校

ダ バ オ に領 事 館 分館 設 置

外 務 省 、 沖 縄 県 人 の ブ ラ ジル 渡 航 移 民 の 募 集 を差 し止 め る 。

比 島 在 留 邦 人 青 年 団 結 成 、英 語 夜 学 校 を経 営

ダ バ オ 分 館 の調 査 に よ れ ば 、 在 留 邦 人 総 数5,820名 中、 沖 縄 県 人 は

1,260名 で22%弱

大 同 貿 易 株 式 会 社 マ ニ ラ 支 店 開店

本 派 本 願 寺 布 教 使 ・多 田 諦 雲 、 マ ニ ラ本 願 寺駐 在

マ ニ ラ 本 願 寺 、 フ ィ リ ピ ン政 府 に 単 一 法 人 と して 登 録 さ れ る

米 国 同 胞 教 会 比 島 監 督 宣 教 師 ウ ィ ドー ス宅 に て 聖 書 研究 会開 催(マ ニ

ラ に お け る邦 人基 督 教 集 団 の 濫 鵤)

サ ンボ ア ン ガ 日本人 会 設 立

本 派 本 願 寺 仏 教 婦 人 会 マ ニ ラ 支 部 設 立

マ ニ ラ 広 島 県 人 会設 立

ダ バ オ 日本 人 会評 議 員 会 は 、聖 上 陛 下(当 時 皇 太 子殿 下)御 成 婚 の 記

念 事 業 と して 、 日本 人 小 学 校 設 立 を決 議

第 一 次 世 界 大 戦 の 影 響 に よ る 不 況 で 、 ダバ オ 在 留 邦 人2,693名 に減 る

ダ バ オ 運 転 手 組 合創 立

ダ バ オ 日本 人 会 、 井 上 直:太郎 、 児 島 宇 一 、 大森 四 郎 、柏 原 達 象 、 園 部

寅 之 助 、 上 原 仁太 郎 、 高 畑 民 蔵 の7氏 を 学校 創立 調 査 委 員 と し、 会

長 ・古 川 義 三 の統 制 下 に具 体 的 に 乗 り 出 す

ダ バ オ 日本 人 小 学校 創 立

ミ ンタ ル 日本 人 小学 校 創 立

米 国 で 排 日移 民 法成 立 。 ハ ワ イ ・米 本 土 へ の 移 民禁 止

マ ニ ラ 日本 人 総 代 会解 散
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8.10

9.23

11.30

1925(大 正14)4.1

11.30

1926(大 正15)7.

10.1

1927(昭 和2)1.15

i.

6.24

10.1

12.

1928(昭 和3)5.

7.29

8.24

1929(昭 和4)2.11

2.18

4.

s.

8.6

9.3

10.9

マニラ日本人会設立

ピコール日本人会創立

南洋協会マニラ支部設立

フィリピンへの沖縄県出移民の全国比は、67.2%

沖縄県海外協会発足

バギオ日本人小学校創立

本派本願寺布教使 ・山之内秀雄、マニラ本願寺駐在

真宗大谷派布教使 ・御瀧智海、ダバオ市に本願寺建築

外務省、沖縄県人のブラジル渡航移民の募集差し止めを解く

ネグロス日本人会設立

大城孝蔵、太田興業会社経営の実権が海外興業に移ったのを機会に、

副社長を辞して関係を断ち、マグナガ耕地を引受けて義弟太田三四

二を呼んで経営に専念

ライリバー拓殖会社を譲 り受け、独立 して麻事業 ・ヤシ林の直営

また漁業 ・牧畜 ・製材な どにも手をのばして沖縄県移民のために

尽力

ダバオ港開港。日本郵船豪州航路船が月1回 寄港

ダバオ氷屋組合創立

マニラの福島県人交友会、福島県人会となる

マニラ日本人青年団設立(82名 の代表参加 ・団員数650名)

ダバオ州在留沖縄県人数は、男3,694人 ・女687人 、総数4,381人

出身町村別内訳 ①金武村658人 ②中城村562人 ③小禄村455人

沖縄県海外協会公表 「ダバオに於ける沖縄県移民の長所及短所欠点」

カテガン親営会(蛮 人耕地の最有力な 自営者の統制機関)設 立

まず道路。二世教育にも絶大の努力

マニラ市にサンパロク区相互会成立

本派本願寺女教士 ・山之内有女子、マニラ本願寺駐在

在留邦人総数8,563名 中、沖縄県人は4,447名 で52%(第2次 好況時代

[大正13年 ～昭和3年]に 激増)

金武村は、県道東線の延長を促進するため、海外の村出身者まで寄付

を募り、石川橋の橋脚を寄付

岡山県海外協会ダバオ支部設立

バギオ青年団創設

ダバオ河殖産組合設立

四耕地連合自営者会(ダ クダオ ・ラクソン ・ベントラ ・スアレスの各

ダクダオ系4会 社耕地の 自営者)設 立。比人会社耕地中第一

拓務省設置

バギオ日本人小学校在外指定の認可を受ける

マニラ市にキヤポ区民会成立

在マニラ帝国総領事館ダバオ分館 ・副領事斎藤木杉「無学移民ノ渡航取
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1930(昭 和5)2.6

z.u

3.29

7.5

7.6

9.13

1931(昭 和6)3.1

8.23

11.15

1932(昭 窟7)1.1

1.24

3.

7.12

8.

11.2

12.18

1933(昭 和8)1.26

2.1

2.11

3.6

3.12

3.13

3.15

4.2

5.21

7.1

8.

ti.ii

1934(昭 和9)1.

締 方 二 関 シ 稟 請 ノ件 」 外 務 大 臣 幣 原 喜 重 郎 宛

ダ バ オ 在 留 邦 人1万 名 を超 え る。 会社 数40余 社

ア パ リ 日本 人 会 設 立

マ ニ ラ 日本 人 小 学 校 、 御 真 影 を奉 戴 す る

マ ニ ラ 日本 人 小 学校 、 教 育 勅 語 謄 本 を奉 戴 す る

福 島 県 海 外 協 会 ダバ オ 支 部 設 立

広 島 県 海 外 協 会 ダバ オ 支 部 設 立

五 耕 地 連 合 自営 者 会(ミ ン タ ル ・ビ ア オ ・ギ ヤ ン ガ ・リバ ー サ イ ド ・

タ ロ モ リバ ー 拓殖 株 式 会社 の5会 社 の 自営 者)設 立 。 日本 人 会社 耕

地 の 代 表 的 自営 者 会

ミ ンタ ル 商 工 会設 立

マ ニ ラ 本 願 寺 、 新 築 入 仏 式 挙 行

ダ バ オ 日本 人基 督 教 会 創 立

マ ニ ラ 日本 人船 舶 大 工 組 合 創 立

福 岡 県 海 外 協 会 ダバ オ 支 部 設 立

ダ バ オ 和 歌 山 県 人 会 設 立

～1936(昭 和11)ま で5次 に わ た っ て満 州 へ の 武 装 ・試 験 移 民3 ,104人 が

送 り 出 さ れ た が 、 こ こ ま で 北 海 道 と 沖縄 は 募 集 地 域 か ら外 され て い

た

マ ニ ラ 日本 入 小 学 校 、 学 則 変 更 に伴 い卒 業 式 を1月 に繰 り上 げ る

マ ニ ラ 日本 商 業 会 議 所 設 立

キ ヤ ビテ 日本 人 会 設 立

ヌ エ バ ・エ シ バ 日本 人 会 設 立

ダ バ オ に ト リー ル 下 宿 屋 同業 組 合 創 立

マ ニ ラ に 日本 人 マ ッサ ー ジ 会 創 立

内南 洋 へ の 沖 縄 県 出 身 移 民 は1万5千 人(邦 人 移民 の57%)

ダ バ オ に ラ サ ン 日本 人 小 学 校 創 立

ダ バ オ に マ ナ ン プ ラ ン 日本 人 小学 校 創 立

イ ロ イ ロ 日本 人 小学 校 創 立

バ ギ オ 日本 人 小 学 校 、 高 等 科 増 設

ダ バ オ に ト リル 商工 会 設 立

ダ バ オ に トン カ ラ ン 日本 人 小 学 校 創 立

ダ バ オ 商 工 会 創 設

ダ バ オ に バ ン カ ス 日本 人 小 学 校 創 立

ダ バ オ 写 真 同業 組 合 設 立

セ ブ 日本 人 小 学 校 開 校

ダ バ オ に ラ ク ソ ン協 同組 合(麻 の 共 同 販 売 、 商 品 の 共 同購 入 お よび 組

合 員 に 配 給 等)設 立

ダ バ オ に ダ リア オ ン ・ トリー ル 理 髪 同 業組 合 創 立

バ ギ オ 日本 人 小 学 校 、学 年 度 変 更
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2.5

3.15

3.

s.

12.

1935(昭 和10)1.7

1.

2.4

2.11

3.29

4.14

5.2

5.13

5.15

5.27

5.28

5.

8.

10.13

10.13

10.30

11.1

12.1

1936(昭 和11)1.

2.11

2.16

2.23

4.9

5.

s.i

7.

ダバ オ に デ ィ ゴ ス 日本 人 小 学 校 創 立

ダバ オ に バ ヤ バ ス 日本 人 小 学 校 創 立

熊 本 県 海 外 協 会 ダバ オ 支 部 設 立

マ ニ ラ に 比 律 賓 大 亜 細 亜 協 会設 立

ダ バ オ に トン カ ラ ン協 同 組 合 創 立

ダバ オ の ミ ン タル に 本願 寺 落 成 し、 真 宗 大 谷 派 に 属 す る

ダ バ オ に 木 曜 会(領 事 ・太 田 興 業 ・三 井 物 産 ・飯 崎 商店 ・酒井 商 店 ・

大 力 商 会 ・松 尾 商 店 ・大 阪 貿 易 ・竹 内 商 店 ・清 本 商 店 ・森 商店 ・瀧 澤

太 陽 堂)設 立

マ ニ ラ 日本 人 小 学校 、 補 習科(夜 学)を 設 置 し授 業 開 始(生 徒16名)

ダ バ オ 理 髪 同業 組 合 設 立

ダ バ オ 日本 人 漁 業組 合 設 立

ダ バ オ に カ リナ ン 日本 人 小 学 校 創 立

在 比 日本 人 軟 式 野 球 連 盟 成 立

第1回 比 島 学 生 訪 日視 察 団(組 織 お よび 引 率 者 ・西 本 願 寺 布教 使 ・

山 之 内 秀 雄)マ ニ ラ 出 発(～5.27)

イ ロ イ ロ 日本 人 会 、 小 学 校 内 に 英 語 夜学 講 習 所 設 置

在 比 邦 人 小 学校 長 会 議 始 ま る(～5.18)

マ ニ ラ 仏 教 青 年 会 、 本 願 寺 内 に 設 立

比 島 学 生 旅 行 協 会 設 立(会 長 ・フ ィ レモ ン ・コ シ オ 、名 誉 会 長 ・山 之

内 秀 雄)

比 律 賓 群 島 自転 車 輸 入 組 合 成 立

ダ バ オ 三 州 会(薩 摩 ・大 隅 ・日 向 の 三 州 出 身 者)設 立

比 律 賓 協 会 、 東 京 に 設 立(会 長 ・徳 川 頼 貞)

ダ バ オ 佐 賀 県 人 会 設 立

ダ バ オ 岐 阜 県 人 会 設 立

大 城 孝 蔵 、 健 康 を害 しダ バ オ 市 ア ン ダ街 の上 原 旅 館 で急 逝 。 享 年54歳

この 頃 ま で に 、 マ ニ ラ に お け る 沖縄 県 出 身 の 漁 業 従事 者 は約800人 。

全 日本 人 の7割 を 占 め る

本 願 寺 に マ ニ ラ 日本 語 学 校 開 校(校 長 ・山 之 内 秀 雄)

ピ コー ル 日本 人 小 学 校 創 立

日本 倶 楽 部JapanClub、NipponClubと 改 名

ダバ オ に カ テ ガ ン 日本 人 小 学 校 創 立

長 崎 県 海 外 協 会 マ ニ ラ 支 部 発 会 式

マ ニ ラ 沖縄 県 人 会 設 立

第2回 比 島 学 生 訪 日視 察 団(組 織 お よ び 引 率 者 ・西 本願 寺 布 教 使 ・

山 之 内秀 雄)マ ニ ラ 出 発(～5.25)

マ ニ ラ に ア ジ ア倶 楽 部 結 成

ダバ オ に ダ リ ア オ ン 日本 人 小 学 校 創 立

日比 協 会 、 マ ニ ラ に設 立(会 長 ・マ キ シ モ ・カ ラ オ 元 比 大 文科 学 長)
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8.

8.

9.15

11.

1937(昭 和12)1.10

1.

2.16

5.1

5.5

s.

7.10

7.

9.16

11.3

1938(昭 和13)2.11

4.

5.8

5.

7.

9.25

10.3

1939(昭 和14)3.12

5.21

8.

五 相 会 議 決 定 「国 策 の基 準 」

ダバ オ信 州 人 会 設 立

ジ ヤパ ン ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ビュ ー ロ ー(日 本案 内所)設 立

(所 長 ・山 之 内秀 雄)

私 立 開 南 中 学 校 創 立

ダバ オ の ダ リ ア オ ン に 仏 教 会 館 が 建 立 され 、 真 宗 大谷 派 本 願 寺 に属 す

松 江 春 次 、 サ イ パ ン製糖 所 に こ の 年2千 人 の 沖縄 県移 民 を入 れ る

(入 江 寅 次 『 邦 人海 外 発 展 史 上 下 」の 沖縄 県 移 民記 事 は これ の み)

ダ バ オ に 東 ラ サ ン 日本 人 小 学 校 創 立

ダバ オ 自転:車同 業組 合 創 立

長 崎 県 海 外 協 会 マニ ラ支 部 創 立

『 商 工 新 報 」、 『 マ ニ ラ 日 日新 聞 』とな る

マ ニ ラ 交 正 会 創 立

マ ニ ラ 石 原 産 業 株 式 会 社 創 立

南 陽 同 志 会(沖 縄 県 人 会 と は 別 の 在 留 県 人 同 志)組 織 され る

(顧 問 に真 栄 平房 仁 、 副 会 長 に 伊 芸 万 栄 、 理 事 に仲 間徳 治 ・比 嘉 一

雄 等 の 名前 が あ る)

日中 戦 争 勃 発

ダ バ オ 更 正 会 創 立

南 カ マ リネ ス 州 在 留 邦 人 が在 留 民 協 和 会 を組 織

ダ バ オ 日本 人 会機 構 改 革 、学 校 中 心 の地 方 分 権 制 とな る

南 カ マ リネ ス在 留 民 協 掬 会 、 南 カ マ リネ ス 日本 人 会 と改 名

マ ニ ラ 日本 人 小 学 校 、『 フ ィ リ ピ ン読 本 』発 行

防 長海 外 協 会 マ ニ ラ 支 部 発 会 式 。 事 務 所 は大 同 貿 易株 式 会 社 マ ニ ラ 支

店 内

ダ バ オ に ミ ン タ ル女 学 院 創 立

マ ニ ラ 唯 一 の ア マ チ ュ ア写 真 団 体 と して 、 マ ニ ラ フ ォ トサ ロ ン創 立

マ ニ ラ 日本 人 小 学校 に 事 務 所 を お い て 向上 会 設 立

北 カ マ リネ ス 日本 人 会 設 立

大 城 孝 蔵 の 功 績 を 永 遠 に伝 え る た め 、沖 縄 県 入 有 志 が那 覇 市 の 海 洋 開

館 庭 園 に胸 像 をつ く る

郷 里 ・金 武村 の 有 志 が 、全 身 像 を つ く る

ダ バ オ に ワ ガ ン 日本 人 小 学 校 創 立

フ ィ リ ピ ン の在 留 邦 人25,700余 名 中 、 ダ バ オ 市 に13,900余 名

蒲 原 廣 二『 ダ バ オ邦 人 開 拓 史 』

日本 漁 業 連 合 組 合 発 会 式

マ ニ ラ 市 サ ン タ ク ロ ー ス 区 ア ル ・ヒ ダル ゴ街 近 辺 居 住 者 が 近 友 会 組織

こ の 頃 、 豊 見 城 ・兼 城 ・小 禄 ・恩 納 な ど か ら 二 男 ・三 男 お よび 新 分 家

を選 ん で3万 戸 、15万 人 を 満 州 へ 移 住 させ よ う とす る構 想
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9

1940(昭 和15)7.26

8.

11.6

11.

11.

1941(昭 和16)3.

7.

12.

1942(昭 和17)1.

4.

11.

1943(昭 和18)3.

8.

8.

10.

10.

il.

1944(昭 和19)1.

9.

1945(昭 和20)

海南島に沖縄県より600名 の労務者が道路開設のために送られる

ダバオにダバオ農民道場創立

閣議決定 「基本国策要綱」一南進国策の確立

松岡外相、 「大東亜共栄圏」の語を用いる

拓務省 ・外務省主催 「第1回 在外同胞代表者会議」代表者32名 に沖縄

県出身者なし

外務省に南洋局設置

日本の文部次官より各地方長官へ 「南洋在住邦人子弟ノ中等学校入学

二関スル件」

フィリピンは移民法を制定し、日本人移民の増加を阻止

フィリピンの沖縄県移民は9,899人(男6,389人 、女3,510人)

菅沼貞風『新 日本図南の夢 』

金武村中川に県立拓南訓練所開設。付設機関として糸満小学校内に、

糸満拓南訓練所も設置

マニラ日本人小学校、御真影を外務省に奉還

日本軍、ダバオ上陸

フィリピンにおける在留B本 人は2万7千 人、うち2万 人がダバオに

住み、7割 が沖縄県出身者

仲原善徳『比律賓紀行 』

日本軍、マニラに入城

第一次沖縄県漁業報国隊が送出される

大東亜省設置。拓務省廃止

沖縄で、 「過剰農家」の放出という観点から、60万 県民の半分を南方

に進出させようとする案が出される

マニラ日本人小学校、『新フィリピン読本 」発行

マニラ日本人小学校、マニラ国民学校 と改称

東条首相マニラ飛来。青木大東亜相ダバオ訪問

フィリピン共和国成立(独 立宣言)

日本大使館をマニラに開設

東京において 「大東亜会議」開催。日本 ・満州 ・タイ国 ・比島 ・ビル

マ ・シ王政権の各代表者参加

東条首相、南方視察よりの帰途に沖縄一泊

大東亜省のはからいで、フィリピンより内地進学児童102名帰国

フィリピン共和国、米英に宣戦

日本人送還始まる

(前 掲 、『 比 律 賓 年 鑑 』(昭 和12度 版)、

邦 人 開 拓 史 』等 に よ り作 成 。)

同 じ く昭 和13年 版 ・15年 度版 、前 掲 、「 ダ バ オ
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